
石
油
制
裁
の
解
除
要
求
か

べ
た
。

　

玉
城
氏
は
安
倍
首
相
と
の

会
談
で
、
辺
野
古
埋
め
立
て

に
７
割
超
が
「
反
対
」
を
示

し
た
投
票
結
果
を
示
し
「
直

接
示
さ
れ
た
民
意
は
何
よ
り

重
く
、
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
強
調
。
安
倍

首
相
は
「
真
摯
に
受
け
止
め

な
が
ら
、
一
つ
一
つ
沖
縄
の

負
担
軽
減
に
結
果
を
出
し
て

い
き
た
い
」
と
述
べ
、
知
事

と
の
話
し
合
い
を
続
け
る
考

え
を
示
し
た
が
、
普
天
間
の

危
険
性
を
除
去
す
る
必
要
が

あ
る
と
訴
え
、
辺
野
古
移
設

推
進
の
方
針
を
示
し
た
。

　

安
倍
首
相
と
玉
城
氏
の
会

談
は
昨
年
１
１
月
２
８
日
以

来
、
３
度
目
で
、
約
２
０
分

だ
っ
た
。

　

２
月
２
４
日
の
県
民
投

　
【
ハ
ノ
イ
共
同
】
北
朝
鮮
の
崔
善
姫
外
務
次
官
は
１
日
、
ベ
ト
ナ
ム
・
ハ
ノ
イ
で

記
者
団
に
対
し
、
米
朝
首
脳
再
会
談
が
事
実
上
決
裂
し
た
の
を
受
け
、
対
話
継
続
の

必
要
性
に
疑
念
を
表
明
し
た
。「
新
た
な
道
」
を
模
索
す
る
可
能
性
に
も
言
及
、
米

国
を
強
く
け
ん
制
し
た
。
聯
合
ニ
ュ
ー
ス
が
伝
え
た
。
北
朝
鮮
側
は
寧
辺
の
核
施
設

廃
棄
と
引
き
換
え
に
国
連
制
裁
の
一
部
解
除
を
求
め
た
が
、
米
側
は
核
施
設
の
廃
棄

対
象
が
不
十
分
と
拒
否
。
双
方
は
譲
ら
ず
、
早
期
の
交
渉
再
開
は
困
難
な
情
勢
だ
。

交
渉
の
早
期
再
開
困
難
も

日
米
に
県
民
投
票
結
果
通
知

米朝、非核化で譲らず
玉
城
氏
、
首
相
と
会
談

辺
野
古
の
工
事
中
止
要
請

就
活
解
禁
、
売
り
手
市
場
続
く

学
生
の
関
心
「
働
く
環
境
」

移
設
は
「
も
は
や
先
送
り
で

き
な
い
」
と
県
側
に
理
解
を

求
め
た
。

　

玉
城
氏
は
会
談
で
、
日
米

両
政
府
と
県
に
よ
る
３
者
協

議
の
場
を
設
け
る
よ
う
求
め

た
。
首
相
と
の
会
談
に
先
立

ち
１
日
午
前
、
在
日
米
大
使

館
も
訪
れ
、
ヤ
ン
グ
駐
日
米

首
席
公
使
と
面
会
し
た
。
ヤ

ン
グ
氏
は
「
結
果
を
し
っ
か

り
受
け
止
め
て
（
ハ
ガ
テ
ィ

大
使
に
）
報
告
す
る
」
と
述

　
【
共
同
】
沖
縄
県
の
玉
城

デ
ニ
ー
知
事
は
１
日
昼
す

ぎ
、
官
邸
で
安
倍
晋
三
首
相

と
会
談
し
、
米
軍
普
天
間
飛

行
場
（
宜
野
湾
市
）
の
名
護

市
辺
野
古
移
設
を
巡
る
県
民

投
票
の
結
果
を
通
知
し
た
。

玉
城
氏
は
「
辺
野
古
移
設
断

念
を
求
め
る
民
意
が
初
め
て

明
確
に
さ
れ
た
こ
と
は
、
極

め
て
重
要
な
意
義
が
あ
る
」

と
述
べ
、工
事
中
止
を
要
求
。

一
方
、
安
倍
首
相
は
辺
野
古

セ
ブ
ン
、
２
４
時
間
見
直
し
も

３
月
中
旬
に
実
験
開
始

た
こ
と
は
な
い
が
、
寧
辺
以

外
に
も
存
在
す
る
の
が
確
実

で
、
米
側
は
寧
辺
だ
け
を
廃

棄
し
て
も
核
兵
器
増
産
の
抑

止
効
果
は
小
さ
い
と
み
て
い

る
。

金
正
恩
氏
、
越
に
謝
意
表
明

友
好
確
認
、
き
ょ
う
帰
国
の
途

　
【
ハ
ノ
イ
共
同
】
ベ
ト
ナ

ム
の
首
都
ハ
ノ
イ
を
訪
問
し

て
い
る
北
朝
鮮
の
金
正
恩
朝

鮮
労
働
党
委
員
長
は
１
日
、

最
高
指
導
者
の
グ
エ
ン
・

フ
ー
・
チ
ョ
ン
共
産
党
書
記

長
と
会
談
、
ホ
ス
ト
国
と
し

て
米
朝
首
脳
再
会
談
を
支
援

し
た
こ
と
に
謝
意
を
表
明
し

た
。
金
氏
は
２
日
午
前
に

帰
国
の
途
に
就
き
、
往
路
と

同
様
に
陸
路
で
中
国
を
経
由

し
平
壌
に
戻
る
可
能
性
が
高

い
。

　

金
氏
は
２
月
２
６
日
に
ハ

ノ
イ
に
入
り
、
２
７
〜
２
８

日
に
ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領

と
会
談
し
た
が
物
別
れ
に
終

選
考
活
動
解
禁
は
６
月
１
日

で
、
本
格
始
動
か
ら
３
カ
月

の
短
期
決
戦
と
な
る
。
人
手

不
足
を
背
景
に
企
業
の
採
用

意
欲
は
旺
盛
で
学
生
優
位
の

売
り
手
市
場
が
継
続
。
学
生

の
間
で
は
残
業
時
間
や
休
日

取
得
な
ど
働
く
環
境
へ
の
関

心
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　

東
京
、
名
古
屋
、
大
阪
な

ど
主
要
都
市
で
開
催
の
合
同

企
業
説
明
会
で
は
、
採
用

担
当
者
が
自
社
の
魅
力
を
ア

ピ
ー
ル
。
正
式
な
内
定
の
解

禁
は
１
０
月
１
日
で
、
４
年

連
続
で
同
じ
日
程
と
な
る
。

　

東
京
都
内
で
開
か
れ
た
合

同
説
明
会
に
参
加
し
た
国
学

院
大
３
年
菊
沢
利
紗
さ
ん

（
２
１
）
は
「
保
険
業
界
を

目
指
し
て
い
る
が
、
就
活
を

始
め
た
ば
か
り
で
焦
っ
て
い

る
」と
少
し
不
安
げ
。
だ
が
、

働
き
方
自
体
の
イ
メ
ー
ジ
は

し
っ
か
り
持
っ
て
お
り
「
出

産
し
て
も
働
き
続
け
た
い
。

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
は

大
事
な
の
で
土
日
は
し
っ
か

り
休
み
た
い
」と
き
っ
ぱ
り
。

イ
ス
ラ
エ
ル
首
相
を
起
訴
へ

収
賄
罪
、
政
治
生
命
危
機
も

　
【
共
同
】
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
最
大
手
の
セ
ブ
ン

―
イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
は

１
日
、
コ
ン
ビ
ニ
の
２
４
時

間
営
業
の
見
直
し
に
向
け
た

実
験
を
始
め
る
と
明
ら
か
に

１
９
年
度
予
算
案
、
衆
院
通
過
へ

予
算
委
可
決
、
過
去
最
大

し
た
。
全
国
の
直
営
店
か
ら

１
０
店
舗
を
選
び
、
３
月
中

旬
か
ら
順
次
、
営
業
時
間
を

午
前
７
時
か
ら
午
後
１
１
時

ま
で
に
短
縮
す
る
。
セ
ブ
ン

―
イ
レ
ブ
ン
は
２
４
時
間
営

償
化
の
た
め
の
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
法
改
正
案
の
早
期

成
立
を
目
指
す
。
野
党
は
統

計
不
正
の
追
及
を
強
め
、
政

権
を
揺
さ
ぶ
る
構
え
だ
。

　

衆
院
で
の
予
算
案
審
議
は

ほ
ぼ
与
党
の
想
定
通
り
に
進

ん
だ
。
与
野
党
は
１
日
の
参

院
予
算
委
理
事
懇
談
会
で
、

首
相
ら
が
出
席
す
る
予
算
案

の
基
本
的
質
疑
を
４
、５
両

日
に
実
施
す
る
日
程
で
合
意

　

大
阪
市
内
の
説
明
会
に
参

加
し
た
、
広
島
県
の
尾
道

市
立
大
３
年
林
真
帆
さ
ん

（
２
１
）
も
「
売
り
手
市
場

と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
安
易

に
考
え
ず
に
自
分
が
納
得
す

る
ま
で
就
活
を
続
け
て
い
き

た
い
」
と
意
気
込
ん
だ
。

　

一
方
の
企
業
側
か
ら
は

「
学
生
が
焦
っ
て
な
い
雰
囲

気
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
何
を

や
り
た
い
の
か
し
っ
か
り
考

え
て
い
る
学
生
を
採
用
し
た

い
」（
Ｉ
Ｔ
企
業
）
や
、「
採

用
で
き
て
い
な
い
わ
け
で
は

な
い
が
、
も
っ
と
人
手
が
ほ

し
い
」（
建
設
会
社
）
と
の

声
が
聞
か
れ
た
。

　

就
職
情
報
大
手
の
マ
イ
ナ

ビ
（
東
京
）
は
都
内
の
企
業

説
明
会
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
で
ラ
イ
ブ
配
信
。
就
職
情

報
サ
イ
ト
「
リ
ク
ナ
ビ
」
を

運
営
す
る
リ
ク
ル
ー
ト
キ
ャ

リ
ア
（
同
）
は
千
葉
市
の
幕

張
メ
ッ
セ
で
国
内
最
大
級
の

合
同
説
明
会
を
開
い
た
。

　

経
団
連
は
次
の
２
１
年
卒

か
ら
、
企
業
向
け
に
規
定
す

い
て
き
た
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
氏
の

政
治
生
命
の
危
機
に
つ
な
が

る
恐
れ
が
あ
る
。
ト
ラ
ン
プ

米
大
統
領
ら
と
良
好
な
関
係

を
築
い
て
き
た
ネ
タ
ニ
ヤ
フ

氏
の
去
就
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル

の
今
後
や
中
東
情
勢
の
行

方
を
左
右
す
る
可
能
性
が
あ

し
た
。
与
党
は
早
期
成
立
を

図
り
、
春
の
統
一
地
方
選
や

夏
の
参
院
選
に
備
え
る
。

　

野
党
は
、
統
計
不
正
で
厚

生
労
働
省
の
組
織
的
隠
蔽
が

あ
っ
た
と
強
調
。
官
邸
の
働

き
掛
け
に
よ
り
調
査
方
法
が

変
更
さ
れ
た
と
主
張
し
「
ア

ベ
ノ
ミ
ク
ス
偽
装
だ
」
と
批

判
を
強
め
る
。

　

統
計
不
正
を
巡
る
対
応
が

不
誠
実
だ
と
す
る
野
党
６
党

派
は
１
日
朝
、
根
本
匠
厚

労
相
の
不
信
任
決
議
案
を
提

出
。
午
後
の
衆
院
本
会
議
で

与
党
の
反
対
多
数
に
よ
り
否

決
し
た
。根
本
氏
は
否
決
後
、

記
者
団
に
「
今
ま
で
の
職
務

遂
行
に
ご
理
解
を
い
た
だ
い

た
」
と
述
べ
た
。

　

予
算
案
の
一
般
会
計
総
額

は
７
年
連
続
で
過
去
最
大
を

更
新
。
当
初
予
算
段
階
で

１
０
０
兆
円
を
超
え
た
の
は

初
め
て
。

　

１
日
夜
か
ら
の
衆
院
本
会

議
で
は
、
予
算
関
連
の
税
制

改
正
法
案
も
与
党
の
賛
成
多

数
で
可
決
、
衆
院
を
通
過
す

る
。

　
【
エ
ル
サ
レ
ム
共
同
】
イ

ス
ラ
エ
ル
の
マ
ン
デ
ル
ブ

リ
ッ
ト
検
事
総
長
は
２
月

２
８
日
、
同
国
の
通
信
大
手

ベ
ゼ
ク
に
便
宜
を
図
っ
た
見

返
り
に
、
傘
下
の
ニ
ュ
ー
ス

サ
イ
ト
で
の
好
意
的
な
報
道

を
求
め
た
と
し
て
、
収
賄
罪

な
ど
で
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
首
相
を

起
訴
す
る
方
針
を
固
め
た
。

イ
ス
ラ
エ
ル
で
は
４
月
に
総

選
挙
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、

ネ
タ
ニ
ヤ
フ
氏
率
い
る
右

派
「
リ
ク
ー
ド
」
の
選
挙
戦

に
悪
影
響
が
出
る
の
は
必
至

だ
。

　

イ
ス
ラ
エ
ル
の
法
律
で
は

起
訴
さ
れ
て
も
有
罪
確
定
ま

で
首
相
職
を
辞
め
る
必
要
は

な
い
が
、
辞
任
圧
力
が
強
ま

る
の
は
確
実
だ
。
通
算
１
３

年
近
く
首
相
と
し
て
国
を
率

会
談
す
る
沖
縄
県
の
玉
城
デ
ニ
ー

知
事
（
左
）
と
安
倍
首
相
＝
１
日

午
後
、
首
相
官
邸
（
共
同
）

　

北
朝
鮮
側
は
核
兵
器
廃
棄

に
は
触
れ
な
い
一
方
、
石
油

供
給
制
限
な
ど
広
範
な
制
裁

措
置
の
解
除
を
要
求
し
た
可

能
性
が
あ
る
。
北
朝
鮮
の
提

案
は
老
朽
化
し
た
寧
辺
の
核

施
設
の
範
囲
に
と
ど
ま
り
、

非
核
化
の
意
思
を
疑
う
声
も

強
ま
り
そ
う
だ
。

　

ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
は
１

日
、
北
朝
鮮
の
金
正
恩
朝
鮮

労
働
党
委
員
長
と
の
会
談
に

つ
い
て
「
実
の
あ
る
交
渉
を

し
た
。
互
い
に
何
を
求
め
て

い
る
か
分
か
っ
た
。
関
係
は

い
い
。
ど
う
な
る
か
見
て
み

よ
う
」
と
ツ
イ
ッ
タ
ー
に
書

き
込
ん
だ
。

　

北
朝
鮮
の
李
容
浩
外
相
は

１
日
未
明
、
ハ
ノ
イ
の
ホ
テ

ル
で
異
例
の
記
者
会
見
を
開

い
た
。
金
正
恩
氏
が
ト
ラ
ン

プ
氏
に
、
国
連
安
全
保
障
理

事
会
決
議
に
基
づ
く
制
裁
の

う
ち
「
民
需
経
済
と
人
民
生

活
に
支
障
を
及
ぼ
す
項
目
」

に
限
り
解
除
を
求
め
た
と
説

明
し
、
全
面
解
除
を
要
求

し
た
と
の
ト
ラ
ン
プ
氏
の
説

明
を
否
定
。
物
別
れ
の
責
任

は
米
側
に
あ
る
と
内
外
に
訴

え
る
狙
い
も
あ
る
と
み
ら
れ

る
。

　

た
だ
、
こ
れ
ら
は
石
油
供

給
制
限
の
ほ
か
、
外
貨
獲
得

源
だ
っ
た
石
炭
や
水
産
物
の

輸
出
な
ど
が
柱
で
、
米
国
務

省
高
官
は
１
日
、
記
者
団
に

「
軍
事
分
野
を
除
く
全
て
の

制
裁
だ
」
と
指
摘
し
た
。

　

李
氏
は
会
見
で
、
寧
辺
の

「
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
と
ウ
ラ
ン

を
含
む
全
て
の
核
物
質
生
産

施
設
」
を
米
専
門
家
の
立
ち

会
い
の
下
、
永
久
に
完
全
廃

棄
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
と

明
ら
か
に
し
た
。
黒
鉛
減
速

炉
（
原
子
炉
）
や
再
処
理
施

設
、
ウ
ラ
ン
濃
縮
施
設
を
指

す
と
み
ら
れ
る
。

　

金
正
恩
氏
は
昨
年
９
月
に

寧
辺
廃
棄
の
意
思
を
表
明
し

て
お
り
、国
務
省
高
官
は「
新

し
い
提
案
で
は
な
い
」
と
指

摘
。
北
朝
鮮
が
過
去
に
ウ
ラ

ン
濃
縮
施
設
廃
棄
に
合
意
し

　
【
共
同
】
２
０
２
０
年
春

に
卒
業
予
定
の
大
学
３
年
生

ら
を
対
象
に
し
た
主
要
企
業

の
会
社
説
明
会
が
１
日
解
禁

と
な
り
、
就
職
活
動
が
本
格

的
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。
経
団

連
の
指
針
で
は
面
接
な
ど
の

わ
っ
た
。
ベ
ト
ナ
ム
は
北
朝

鮮
の
最
高
指
導
者
と
し
て
約

５
５
年
ぶ
り
に
訪
れ
た
金
氏

を
１
日
か
ら
公
式
訪
問
の
賓

客
と
し
て
接
遇
。
両
国
の
伝

統
的
な
友
好
関
係
を
確
認
し

た
。

　

金
氏
は
「
ベ
ト
ナ
ム
の
同

志
た
ち
が
誠
心
誠
意
尽
く
し

て
く
れ
た
こ
と
を
本
当
に
あ

り
が
た
く
思
う
。
ベ
ト
ナ
ム

と
の
友
好
関
係
を
心
よ
り
感

じ
た
」
と
述
べ
た
。

　

関
係
者
に
よ
る
と
、
金
氏

は
当
初
、
２
日
午
後
ま
で
ハ

ノ
イ
に
滞
在
す
る
予
定
だ
っ

た
が
、
一
部
日
程
を
１
日
に

繰
り
上
げ
、
出
発
が
早
ま
っ

た
。
ト
ラ
ン
プ
氏
と
の
会
談

が
不
調
に
終
わ
っ
た
こ
と
が

影
響
し
て
い
る
可
能
性
が
あ

る
。

　

１
日
付
の
香
港
紙
、
明
報

は
、
金
氏
が
帰
途
に
北
京
に

立
ち
寄
り
、
４
日
に
中
国
の

業
を
貫
い
て
き
た
が
、
人

手
不
足
の
深
刻
化
で
苦
し
む

オ
ー
ナ
ー
の
要
請
を
受
け
対

応
を
迫
ら
れ
た
形
だ
。

　

２
４
時
間
営
業
の
象
徴
的

存
在
で
あ
る
セ
ブ
ン
―
イ
レ

ブ
ン
が
従
来
の
方
針
を
軌
道

修
正
す
れ
ば
、
流
通
業
界
な

ど
で
営
業
時
間
短
縮
の
流
れ

が
広
が
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

宮
城
、
栃
木
、
千
葉
、
東

京
、
愛
知
、
兵
庫
、
福
岡
、

熊
本
の
１
都
７
県
か
ら
立
地

や
商
圏
を
検
討
し
店
舗
を
選

定
。
収
益
や
来
店
客
数
の
変

化
、
作
業
効
率
な
ど
を
検
証

し
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
（
Ｆ

Ｃ
）
加
盟
店
で
時
短
営
業
を

導
入
す
る
か
ど
う
か
を
検
討

す
る
。
実
験
の
終
了
時
期
は

決
ま
っ
て
い
な
い
。

　

現
在
は
全
国
の
約

２
万
１
千
店
舗
の
う
ち
、
オ

フ
ィ
ス
や
駅
な
ど
を
除
く
約

９
６
％
が
２
４
時
間
営
業
。

セ
ブ
ン
―
イ
レ
ブ
ン
は
、
原

則
２
４
時
間
営
業
の
方
針
に

変
更
は
な
い
と
し
、
Ｆ
Ｃ
加

盟
店
に
実
際
に
時
短
営
業
を

導
入
す
る
か
ど
う
か
は
「
実

験
の
結
果
を
見
な
い
と
分
か

ら
な
い
」
と
し
て
い
る
。

　

実
験
に
合
わ
せ
、
加
盟
店

へ
の
人
手
不
足
解
消
の
支
援

も
強
化
し
、
オ
ー
ナ
ー
業
務

を
本
部
の
社
員
が
代
行
す
る

制
度
な
ど
を
周
知
す
る
。

　

見
直
し
を
求
め
自
主
的
に

営
業
時
間
を
短
縮
し
た
大
阪

府
東
大
阪
市
の
Ｆ
Ｃ
契
約

オ
ー
ナ
ー
松
本
実
敏
さ
ん
は

「
本
当
な
ら
う
れ
し
い
。
少

し
前
進
し
た
。
実
験
で
終
わ

ら
せ
ず
に
制
度
と
し
て
実
現

さ
せ
て
ほ
し
い
」と
話
し
た
。

　

松
本
さ
ん
は
、
本
部
か
ら

契
約
の
解
除
と
違
約
金
を

求
め
ら
れ
た
。
実
験
に
関

し
「
当
面
は
直
営
店
で
の
実

施
の
よ
う
だ
が
、
Ｆ
Ｃ
店
舗

で
も
や
っ
て
も
ら
わ
な
け
れ

ば
、
結
果
が
偏
る
可
能
性
が

あ
る
」
と
指
摘
し
た
。

　

世
耕
弘
成
経
済
産
業
相
は

１
日
の
閣
議
後
の
記
者
会
見

で
、
セ
ブ
ン
―
イ
レ
ブ
ン

側
と
加
盟
店
オ
ー
ナ
ー
の
対

立
に
関
し
、
両
者
間
で
「
適

切
な
議
論
が
行
わ
れ
る
べ
き

だ
」
と
述
べ
た
。
コ
ン
ビ

ニ
オ
ー
ナ
ー
で
つ
く
る
団
体

は
２
月
２
７
日
、
本
部
側
に

２
４
時
間
営
業
の
見
直
し
に

関
す
る
団
体
交
渉
を
求
め
る

申
し
入
れ
書
を
提
出
し
て
い

た
。

千葉市の幕張メッセで開かれた合同会社説明会＝１日午後（共同）

　
【
共
同
】
一
般
会
計
総
額

が
１
０
１
兆
４
５
７
１
億
円

と
過
去
最
大
の
２
０
１
９
年

度
予
算
案
は
１
日
夜
の
衆
院

予
算
委
員
会
で
、
与
党
の
賛

成
多
数
に
よ
り
可
決
さ
れ

た
。
こ
の
後
の
衆
院
本
会
議

で
も
可
決
、
衆
院
を
通
過
す

る
見
通
し
だ
。
憲
法
の
衆
院

優
越
規
定
に
よ
り
年
度
内
成

立
が
確
定
す
る
。
安
倍
晋
三

首
相
は
幼
児
教
育
・
保
育
無

る
日
程
ル
ー
ル
な
ど
の
指

針
廃
止
を
決
め
て
い
る
。
就

活
の
早
期
化
を
懸
念
す
る
声

習
近
平
国
家
主
席
と
会
談
す

る
と
み
ら
れ
る
と
報
じ
た
。

「
北
京
の
う
わ
さ
」
と
し
て

お
り
、
中
国
を
訪
問
中
の
北

朝
鮮
の
李
吉
聖
外
務
次
官
が

「
先
遣
隊
」
と
の
分
析
を
伝

え
た
。

　

金
氏
が
宿
泊
す
る
ホ
テ
ル

周
辺
は
１
日
も
交
通
が
規
制

さ
れ
、
厳
重
な
警
備
が
続
い

た
。
ホ
テ
ル
前
の
通
り
に
は

米
国
と
北
朝
鮮
、
ベ
ト
ナ
ム

の
３
カ
国
の
国
旗
が
飾
ら
れ

て
い
た
が
、
ト
ラ
ン
プ
氏
が

既
に
ハ
ノ
イ
を
離
れ
た
こ
と

を
受
け
、
作
業
員
が
米
国
旗

だ
け
を
取
り
外
し
た
。

る
。

　

現
職
首
相
が
起
訴
さ
れ
れ

ば
イ
ス
ラ
エ
ル
で
は
初
。
た

だ
起
訴
の
前
に
ネ
タ
ニ
ヤ
フ

氏
の
反
論
を
聞
く
機
会
が
設

け
ら
れ
る
。
そ
の
手
続
き
に

は
少
な
く
と
も
数
カ
月
は
か

か
る
見
通
し
。
ネ
タ
ニ
ヤ
フ

氏
は
２
８
日
夜
に
「（
政
治

的
な
動
機
に
基
づ
く
）
魔
女

狩
り
だ
」な
ど
と
否
認
し
た
。

　

マ
ン
デ
ル
ブ
リ
ッ
ト
氏

は
、
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
氏
が
複
数

の
実
業
家
か
ら
高
額
な
贈
り

物
を
不
正
に
受
け
取
っ
た
ほ

か
、
地
元
の
有
力
紙
に
好
意

的
な
報
道
を
求
め
た
こ
と
を

巡
る
詐
欺
や
背
任
罪
で
も
起

訴
す
る
考
え
を
示
し
た
。

　

総
選
挙
は
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
氏

続
投
の
是
非
が
最
大
の
焦

点
。
リ
ク
ー
ド
が
第
１
党
の

座
を
失
え
ば
、
ネ
タ
ニ
ヤ
フ

氏
の
責
任
を
問
う
声
が
高
ま

る
の
は
必
至
だ
。
ネ
タ
ニ
ヤ

フ
氏
が
続
投
す
る
と
し
て

も
、
連
立
政
権
樹
立
に
必
要

な
他
党
の
協
力
が
得
ら
れ
ず

「
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
降
ろ
し
」
が

活
発
化
す
る
と
の
指
摘
も
あ

る
。

　

ま
た
起
訴
前
の
反
論
や
、

起
訴
後
の
裁
判
に
向
け
た
準

備
に
は
膨
大
な
時
間
と
労
力

が
必
要
で
「
首
相
職
と
の
同

時
並
行
は
不
可
能
」
と
の
意

見
も
あ
る
。

に
配
慮
し
、
来
年
か
ら
は
政

府
が
日
程
厳
守
を
呼
び
掛
け

る
。

票
で
は
辺
野
古
沿
岸
部
の

埋
め
立
て
へ
の
反
対
票
が

７
２
・
２
％
と
な
り
、
投
票

条
例
が
結
果
を
首

相
や
米
大
統
領
に

通
知
す
る
と
定
め

た
投
票
資
格
者
の

４
分
の
１
に
達
し

た
。
県
民
投
票
に

法
的
拘
束
力
は
な

い
。

　

玉
城
氏
と
安
倍

首
相
は
会
談
で
、

辺
野
古
の
埋
め
立

て
予
定
海
域
に
存

在
す
る
軟
弱
地
盤

の
土
地
改
良
を

巡
っ
て
も
協
議
。

首
相
は
軟
弱
地
盤

に
関
し
て
は
、
事

務
方
か
ら
現
在
の

工
法
で
も
十
分
可
能
だ
と
の

説
明
を
受
け
た
と
玉
城
氏
に

伝
え
た
。
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「
恐
怖
で
歩
み
を
止
め
な
い
」

は
「
ヴ
ィ
ラ
ヴ
ィ
ラ
ド
ウ
ロ
」。

詳
し
く
は
明
か
さ
れ
て
い
な

い
が
、
バ
ロ
ス
ら
し
い
斬
新

な
演
出
が
期
待
さ
れ
る
。

　

２
０
０
９
年
に
優
勝
し
て

以
来
、
常
に
５
位
以
上
に
入

り
、
３
度
の
準
優
勝
を
飾
り

な
が
ら
も
、
な
か
な
か
王
座

に
手
の
届
か
な
い
サ
ウ
ゲ
イ
ロ

の
エ
ン
レ
ド
は
、
カ
ン
ド
ン
ブ

レ
や
ウ
ン
バ
ン
ダ
の
神
で
、
サ

ウ
ゲ
イ
ロ
の
守
護
神
で
も
あ
る

「
シ
ャ
ン
ゴ
」。
黒
人
文
化
に

敬
意
を
払
い
つ
つ
、
黒
人
蔑

視
と
言
え
る
発
言
を
行
っ
て

き
た
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領

や
マ
ル
セ
ロ
・
ク
リ
ヴ
ェ
ラ
・

リ
オ
市
長
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
・

ヴ
ィ
ッ
ツ
ェ
ル
・
リ
オ
州
知
事

へ
の
批
判
を
込
め
た
政
治
的

な
内
容
に
な
り
そ
う
だ
。
登

場
は
４
日
０
時
３
０
分
。

　

古
豪
の
チ
ジ
ュッ
カ
は
、「
パ

ン
の
歴
史
」
を
描
く
内
容
で

５
年
ぶ
り
の
王
座
奪
回
を
目

指
す
。
登
場
は
３
時
４
５
分

だ
。

　

２
日
目
の
見
ど
こ
ろ
は
、

ポ
ル
テ
ー
ラ
、
パ
ラ
イ
ゾ・ド・

　
【
既
報
関
連
】
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の
フ
ア
ン
・
グ
ア
イ
ド
暫
定
大
統
領
が
２
月
２
８
日

未
明
に
伯
国
に
到
着
、
同
日
午
後
２
時
前
に
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
伯
国
大
統
領
と
会
談
を

行
っ
た
と
、
２
月
２
８
日
、
３
月
１
日
付
伯
字
各
紙
・
サ
イ
ト
が
報
じ
て
い
る
。

ら
伯
国
へ
と
旅
を
続
け
て
い

る
（
伯
国
の
後
は
パ
ラ
グ
ア

イ
や
チ
リ
を
訪
問
）
の
は
、

マ
ド
ゥ
ー
ロ
独
裁
体
制
打
倒

に
向
け
、
各
国
と
の
協
力
体

制
を
築
く
た
め
」
と
の
立
場

を
貫
い
て
い
る
。

　

グ
ア
イ
ド
氏
と
ボ
ウ
ソ
ナ

ロ
大
統
領
の
会
談
が
行
わ
れ

た
事
自
体
、
伯
国
に
よ
る
、

グ
ア
イ
ド
氏
支
持
の
姿
勢
明

確
化
の
意
味
が
あ
る
。

　

グ
ア
イ
ド
氏
は
会
談
後
、

「
今
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
に
変
化

の
希
望
が
出
て
い
る
。
我
々

が
恐
怖
で
歩
み
を
止
め
る
こ

と
は
な
い
。
マ
ド
ゥ
ー
ロ
体

制
は
極
め
て
弱
い
。
も
は
や

軍
隊
に
頼
る
他
に
手
が
な
い

こ
と
が
そ
の
証
だ
。
国
民
は

公
正
な
選
挙
を
望
ん
で
い
る

が
、
マ
ド
ゥ
ー
ロ
は
そ
れ
を

力
ず
く
で
抑
え
込
も
う
と
し

て
い
る
。
偽
の
対
話
は
い
ら

な
い
」
と
し
た
。

　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
も
、

ベ
ネ
ズ
エ
ラ
民
主
化
の
た
め

の
協
力
を
約
束
し
、
金
銭
的

援
助
も
い
と
わ
な
い
と
表
明

し
た
が
、「
伝
統
的
な
外
交

　

カ
ー
ニ
バ
ル
に
伴
う
祝
日

に
伴
い
、
本
紙
も
６
日
付
ま

で
休
刊
と
な
り
、
次
号
は
７

日
付
と
な
る
。
通
常
、
こ
の

期
間
は
少
し
前
か
ら
国
中
が

カ
ー
ニ
バ
ル
一
色
に
な
る
た

め
、
他
の
ニ
ュ
ー
ス
も
少
な

く
な
る
。だ
が
、１
日
は
、「
ラ

ラ
ン
ジ
ャ
」
の
異
名
で
有
名

手
法
に
則
り
」
と
も
付
け
加

え
、
軍
事
行
動
を
と
る
つ
も

り
が
な
い
事
を
示
唆
し
た
。

　

ま
た
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統

領
は
、「
２
人
の
元
大
統
領

が
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の
チ
ャ
ビ

ズ
モ
政
権
を
支
持
し
て
い
た

事
が
今
の
危
機
の
要
因
に
も

な
っ
た
」
と
も
語
り
、“
左

派
口
撃
”も
忘
れ
な
か
っ
た
。

　

他
方
、
２
月
２
８
日
に
は

国
連
安
全
保
障
理
事
会
が
開

か
れ
、
グ
ア
イ
ド
氏
を
支
援

す
る
米
国
が
、
昨
年
の
ベ
ネ

ズ
エ
ラ
大
統
領
選
の
無
効
化

お
よ
び
再
選
挙
を
求
め
る
決

議
案
を
出
し
た
が
、
拒
否
権

を
持
つ
ロ
シ
ア
と
中
国
の
反

対
で
否
決
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
マ
ド
ゥ
ー
ロ
政
権

を
支
持
す
る
ロ
シ
ア
も
「
諸

支
持
表
明
も
武
力
行
使
約
束
せ
ず

ツ
イ
ウ
チ
、
マ
ン
ゲ
イ
ラ
な
ど

だ
。

　
一
昨
年
の
優
勝
で
古
豪
復

活
を
印
象
づ
け
た
ポ
ル
テ
ー

ラ
の
エ
ン
レ
ド
は
、
伝
説
の

女
性
サ
ン
バ
歌
手
、
ク
ラ
ラ
・

ヌ
ー
ネ
ス
に
捧
げ
た
も
の
だ
。

同
エ
ス
コ
ー
ラ
の
象
徴
の
大

鷲
の
登
場
も
期
待
さ
れ
る
。

登
場
は
４
日
２
３
時
２
５
分

だ
。

　

昨
年
、
ド
ラ
キ
ュ
ラ
に
扮

し
た
テ
メ
ル
（
当
時
）
大
統

領
の
大
型
人
形
を
登
場
さ
せ

る
と
い
う
政
治
的
内
容
で
、

無
名
エ
ス
コ
ー
ラ
か
ら
、
一

躍
、
準
優
勝
と
大
躍
進
し
た

ツ
イ
ウ
チ
は
、
今
年
も
「
愛

祝
う
。
登
場
は
初
日
の
５
番

手
で
、
４
日
午
前
１
時
３
５

分
の
予
定
だ
。

　

初
日
１
番
手
は
ヴ
ィ
ラ
ド

ウ
ロ
、
そ
の
他
の
見
ど
こ
ろ

は
、サ
ウ
ゲ
イ
ロ
、ウ
ニ
ド
ス・

ダ
・
チ
ジ
ュッ
カ
だ
。

　

ヴ
ィ
ラ
ド
ウ
ロ
は
４
年
ぶ

り
に
１
部
昇
格
で
、
知
名
度

は
あ
ま
り
高
く
な
い
が
、
優

勝
請
負
人
の
カ
リ
ス
マ
・
カ

ル
ナ
ヴ
ァ
レ
ス
コ
、
パ
ウ
ロ
・

バ
ロ
ス
を
迎
え
た
。
エ
ン
レ
ド

　

３
日
夜
か
ら
５
日
朝
に
か

け
て
、
リ
オ
市
サ
プ
カ
イ
の

サ
ン
ボ
ー
ド
ロ
モ
で
、
毎
年

恒
例
の
カ
ー
ニ
バ
ル
の
ス
ペ

シ
ャ
ル
・
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
デ

ス
フ
ィ
ー
レ
（
パ
レ
ー
ド
）
が

行
わ
れ
る
。
以
下
、
今
年
の

ハ
イ
ラ
イ
ト
を
紹
介
す
る
。

　

昨
年
、
３
年
ぶ
り
に
１
位

を
奪
還
し
た
強
豪
エ
ス
コ
ー

ラ
、
ベ
イ
ジ
ャ・
フ
ロ
ー
ル
は
、

「
ま
だ
見
て
な
い
者
は
こ
こ

で
見
る
。
ベ
イ
ジ
ャ
・
フ
ロ
ー

ル
の
寓
話
を
」
と
い
う
エ
ン
レ

ド
（
テ
ー
マ
）
で
、
同
エ
ス

コ
ー
ラ
の
結
成
７
０
周
年
を

今
年
も
政
治
色
強
い
内
容
に

擬
似
症
患
者
は
昨
年
の
２
・５
倍

注
目
の
エ
ス
コ
ー
ラ
は
？

国
の
救
世
主
」
と
の
題
で
、

１
９
２
０
年
代
に
フ
ォ
ル
タ

レ
ー
ザ
市
市
議
に
選
ば
れ
た

ヤ
ギ
を
顕
彰
。
こ
れ
も
、
ボ

ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
に
あ
て
つ
け

た
よ
う
な
テ
ー
マ
で
、
５
日

の
１
時
３
５
分
に
登
場
だ
。

　

３
年
ぶ
り
の
優
勝
を
狙
う

人
気
エ
ス
コ
ー
ラ
、
マ
ン
ゲ
イ

ラ
の
エ
ン
レ
ド
は
、
昨
年
３

月
に
射
殺
さ
れ
た
リ
オ
市
議

の
マ
リ
エ
ー
レ
・
フ
ラ
ン
コ
氏

に
捧
げ
た
も
の
。
５
日
２
時

４
０
分
の
登
場
だ
。

　

サ
プ
カ
イ
の
サ
ン
ボ
ー
ド
ロ

モ
は
、
２
部
の
パ
レ
ー
ド
初

日
の
１
日
に
消
防
の
監
査
を

受
け
た
。
観
客
席
に
大
き
な

ひ
び
割
れ
が
見
つ
か
り
、
火

災
の
可
能
性
も
あ
る
と
し
て
、

州
検
察
局
が
２
月
２
７
日
に

消
防
法
違
反
と
し
て
封
鎖
を

求
め
た
た
め
だ
。
１
日
午
後

５
時
現
在
、
裁
判
所
の
許
可

待
ち
の
状
態
だ
。

と
も
会
談
し
た
。

　

１
日
付
フ
ォ
ー
リ
ャ
紙
に

よ
る
と
、ブ
レ
イ
ア
ー
氏
は
、

「
も
し
、
マ
ド
ゥ
ー
ロ
が
グ

ア
イ
ド
氏
を
逮
捕
す
る
事
が

あ
れ
ば
、
そ
れ
は
極
め
て
酷

い
ミ
ス
で
、
お
そ
ら
く
最
後

の
ミ
ス
に
な
る
だ
ろ
う
」
と

語
り
、
グ
ア
イ
ド
氏
を
逮
捕

し
た
ら
、
米
国
と
し
て
“
一

線
を
越
え
る
”
用
意
が
あ
る

事
を
示
唆
し
た
。

　

マ
ド
ゥ
ー
ロ
氏
が
支
配
す

る
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の
最
高
裁
判

所
は
、
グ
ア
イ
ド
氏
に
出
国

禁
止
令
を
出
し
て
お
り
、
マ

ド
ゥ
ー
ロ
氏
は
２
月
２
５
日

に
、「
命
令
に
背
い
た
責
任

を
問
う
」
と
明
言
し
た
。
グ

ア
イ
ド
氏
も
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ

に
帰
国
す
れ
ば
逮
捕
さ
れ
る

危
険
性
を
認
識
し
て
い
る
。

　

だ
が
、「
コ
ロ
ン
ビ
ア
か

昨年のサウゲイロのパレード
(Paulo Portilho / Riotur）

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
伯
大
統
領
（
左
）
と
、
グ

ア
イ
ド
暫
定
大
統
領
（
右
）（M

arcos 
Corrêa/PR

）
国
連
で
は
米
ロ
の
思
惑
交
錯

デ ン グ 熱

国
は
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
に
力
の

脅
威
を
誇
示
し
て
い
る
。
人

道
的
、
中
立
的
な
国
際
援
助

が
必
要
」
と
の
決
議
案
を
出

し
た
も
の
の
、
反
対
多
数
で

否
決
さ
れ
た
。

に
な
っ
た
、
フ
ラ
ヴ
ィ
オ
・

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
上
議
の
州
議
時

代
の
運
転
手
の
フ
ァ
ブ
リ
シ

オ
・
ケ
イ
ロ
ス
氏
が
、「
フ

ラ
ヴ
ィ
オ
氏
の
票
田
拡
大
の

た
め
に
職
員
の
給
料
を
利
用

し
て
い
た
」
と
の
衝
撃
発
言

を
行
っ
た
ニ
ュ
ー
ス
で
も
ち

き
り
に
。
他
方
、
ル
ー
ラ
元

大
統
領
の
７
歳
の
孫
が
急
死

し
、
元
大
統
領
が
参
列
許
可

を
申
請
と
い
っ
た
報
道
も
な

さ
れ
た
。
各
々
の
詳
細
や
結

末
を
す
ぐ
に
伝
え
ら
れ
な
い

の
は
も
ど
か
し
い
が
、
７
日

以
降
ま
で
お
待
ち
を
。

　
　
　
　
　

◎

　

今
日
か
ら
５
日
ま
で
、
休

暇
を
と
る
人
も
少
な
く
な
い

は
ず
な
の
で
、
今
日
の
高
速

道
の
交
通
情
報
を
。
内
陸
方

面
は
、
ヅ
ッ
ト
ラ
街
道
が
７

〜
１
２
時
、
ア
イ
ル
ト
ン
・

セ
ナ
が
６
〜
１
３
時
、
ア

ニ
ャ
ン
ゲ
ー
ラ
が
８
〜
１
４

時
、
カ
ス
テ
ロ
・
ブ
ラ
ン
コ

が
８
〜
１
６
時
、
レ
ジ
ス
・

ビ
ッ
テ
ン
コ
ー
ト
が
５
〜

１
４
時
、
フ
ェ
ル
ノ
ン
・
ジ

ア
ス
が
６
〜
１
６
時
に
渋
滞

の
予
想
。
海
岸
方
面
は
、
タ

モ
イ
オ
ス
が
６
〜
１
４
時
、

ア
ン
シ
エ
ッ
タ
が
７
〜
１
５

時
に
渋
滞
と
見
ら
れ
て
い

る
。天
気
も
雨
模
様
な
の
で
、

足
元
に
は
気
を
つ
け
て
。

　
　
　
　
　

◎

　

カ
ー
ニ
バ
ル
期
間
中
の
公

共
機
関
の
対
応
状
況
で
は
、

銀
行
、
水
道
局
、
デ
ト
ラ
ン

が
６
日
の
午
前
中
ま
で
完
全

に
休
み
。
郵
便
局
や
ポ
ウ
パ

ン
サ
、
プ
ロ
コ
ン
は
今
日
２

日
は
営
業
し
て
い
る
が
、
翌

日
以
降
は
同
様
に
、
６
日
の

午
前
中
ま
で
休
み
だ
。
医
療

機
関
に
関
し
て
は
、
救
急
病

院
は
休
ま
ず
に
空
い
て
い
る

が
、
保
健
所
（
Ｕ
Ｂ
Ｓ
）
は

６
日
の
午
前
中
ま
で
休
み
な

ど
、
医
療
機
関
毎
に
異
な
る

の
で
、
確
認
が
必
要
だ
。

　

国
立
気
象
観
測
所
（
Ｉ

ｎ
ｍ
ｅ
ｔ
）
の
発
表
に
よ
る
と
、
２
月
の
聖
市
の
降
水
量

は
３
２
３
・
２
ミ
リ
で
、
同

月
の
平
均
の
２
３
５
・
９
ミ

リ
を
３
７
％
上
回
っ
た
と
、

１
日
付
ア
ジ
ェ
ン
シ
ア
・
ブ
ラ

ジ
ル
サ
イ
ト
が
報
じ
て
い
る
。

３
２
３
・
２
ミ
リ
は
、
２
月

の
聖
市
と
し
て
は
１
６
年
ぶ

り
の
降
水
量
だ
。

　

今
年
の
２
月
は
、
２
８
日

の
内
、
１
６
日
、
雨
が
降
っ

た
。
ま
た
、
２
５
、２
６
日

の
夜
は
瞬
間
最
大
風
速
、
時

速
８
２
キ
ロ
を
記
録
し
た
。

今
年
２
月
の
降
水
量
は
昨
年

２
月
の
３
倍
以
上
だ
っ
た
。

　

ま
た
、
２
月
の
最
高
気

温
の
平
均
は
２
８
・
６
度
で
、

平
年
よ
り
０
・４
度
高
い
。
最

低
気
温
の
平
均
は
１
９
・
６

度
で
、
平
年
よ
り
０
・
７
度

高
か
っ
た
。

　

２
月
１
６
日
の
夜
、
大
雨

に
よ
る
土
砂
崩
れ
が
市
内
２

カ
所
で
発
生
し
、
小
児
と
赤

ん
坊
合
わ
せ
て
４
人
が
死
亡

し
た
、
聖
市
大
都
市
圏
の
マ

ウ
ア
ー
市
で
は
、
２
月
２
７

日
に
も
土
砂
崩
れ
が
発
生
。

防
災
局
は
危
険
地
帯
の
４
０

戸
に
立
ち
入
り
禁
止
措
置
を

と
っ
た
。

　

ま
た
、
聖
市
東
部
の
ジ
ャ

ル
ジ
ン
・
イ
グ
ア
テ
ミ
地
区

も
２
月
１
３
日
と
２
８
日
に

土
砂
崩
れ
が
起
き
、
い
く
つ

か
の
家
屋
に
立
ち
入
り
禁
止

措
置
が
出
さ
れ
た
。

　

不
安
定
な
天
候
は
３
月
に

入
っ
て
も
続
い
て
い
る
が
、
聖

市
で
は
、
１
日
（
金
）
の
夜

か
ら
ス
ペ
シ
ャ
ル
・
グ
ル
ー

プ
に
よ
る
カ
ー
ニ
バ
ル
の
サ

ン
バ
の
パ
レ
ー
ド
が
始
ま
っ

た
。
２
日
（
土
）
は
ス
ペ
シ
ャ

ル
・
グ
ル
ー
プ
２
日
目
、
３

日
（
日
）
は
ア
セ
ッ
ソ
（
２

部
リ
ー
グ
）
の
パ
レ
ー
ド
だ
。

　

聖
市
の
週
末
の
天
気
は
お

お
む
ね
、「
昼
間
は
曇
り
時
々

晴
れ
だ
が
、
パ
レ
ー
ド
の
行

わ
れ
る
夜
は
、
昼
間
に
暖
め

ら
れ
た
空
気
が
天
候
を
不
安

定
に
さ
せ
る
た
め
、
雨
の
可

能
性
が
高
い
」
と
の
予
報
が

出
て
い
る
。

　

保
健
省
が
２
月
２
６

日
、
２
月
２
日
ま
で
の
デ

ン
グ
熱
擬
似
症
患
者
は

５
万
４
７
７
７
人
で
、
昨
年

同
期
比
１
４
９
％
増
と
発
表

し
た
と
同
日
付
Ｇ
１
サ
イ
ト

が
報
じ
た
。

　

デ
ン
グ
熱
は
ネ
ッ
タ
イ
シ

マ
カ
が
媒
介
す
る
病
気
の
代

表
格
で
、
ジ
カ
熱
は
１
８
％

減
っ
て
６
３
０
人
、
チ
ク

ン
グ
ニ
ア
熱
は
５
１
％
減
と

報
告
さ
れ
る
中
、
大
幅
な
増

加
を
見
せ
て
い
る
。
擬
似
症

患
者
５
万
４
７
７
７
人
中
、

３
万
２
８
２
１
人
は
南
東
部

で
発
生
し
て
い
る
が
、
増

加
率
が
高
い
の
は
南
部
で
、

２
５
８
人
が
１
８
０
０
人
に

と
５
９
７
・７
％
増
え
た
。

　

州
別
に
見
た
増
加
率
が

高
い
の
は
、
２
１
０
人
が

３
０
８
５
人
に
増
え
た
ト
カ

ン
チ
ン
ス
州
と
、
１
４
５
０

人
が
１
万
７
０
０
４
人
に
増

え
た
聖
州
だ
。
両
州
で
は
同

時
点
で
１
人
ず
つ
出
て
い

る
。
死
者
は
、
ゴ
イ
ア
ス
州

で
も
２
人
、
連
邦
直
轄
区
で

も
１
人
出
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
聖
州
に
関
し
て

は
２
月
１
５
日
ま
で
の
数
字

が
１
日
付
エ
ス
タ
ー
ド
紙
二

掲
載
さ
れ
て
お
り
、
擬
似
症

患
者
４
万
２
７
０
人
、
感
染

が
確
認
さ
れ
た
患
者
（
感
染

患
者
）
１
万
３
４
７
２
人
、

死
者
５
人
と
な
っ
て
い
る
。

昨
年
同
期
の
擬
似
症
患
者
は

１
万
５
２
４
８
人
、
感
染
患

者
は
１
９
５
２
人
、
死
者
は

ゼ
ロ
だ
か
ら
、
感
染
患
者
数

は
６
０
５
％
増
（
７
倍
強
）

と
な
る
。

　

聖
州
保
健
局
に
よ
る
と
、

同
州
の
感
染
患
者
は
北
部
と

北
西
部
を
中
心
に
発
生
し
て

お
り
、
二
つ
の
地
域
の
８
市

を
含
む
１
０
で
の
市
の
患
者

が
、
感
染
患
者
の
６
６
％
を

占
め
て
い
る
。
同
地
域
で
の

感
染
患
者
拡
大
は
、
州
民
の

１
・
６
％
が
感
染
し
た
１
５

年
の
流
行
が
Ⅰ
型
か
Ⅲ
型
の

ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
も
の
だ
っ

た
の
に
、
今
年
は
Ⅱ
型
の
ウ

イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
が
起
き

て
い
る
た
め
と
見
ら
れ
て
い

る
。
デ
ン
グ
熱
ウ
イ
ル
ス
は

４
種
あ
り
、
一
度
感
染
し
た

人
が
別
の
ウ
イ
ル
ス
に
感
染

す
る
と
重
症
化
し
易
い
。

　

感
染
患
者
が
多
い
市
と
人

数
は
、
バ
ウ
ル
ー
３
５
１
０

人
、
ア
ン
ド
ラ
ジ
ー
ナ

２
２
３
４
人
、
ア
ラ
ラ
ク
ア

ラ
２
０
３
５
人
、
サ
ン
ジ
ョ

ゼ
・
ド
・
リ
オ
・
プ
レ
ッ
ト

１
７
２
３
人
、
ア
グ
ー
ド
ス

５
６
０
人
、
サ
ン
ジ
ョ
ア
キ

ン
・
ダ
・
バ
ー
ラ
４
６
０
人
、

イ
プ
ア
ン
３
９
６
人
、
パ
レ

ス
チ
ナ
３
３
１
人
な
ど
。
最

後
の
２
市
は
人
口
２
万
人
以

下
で
、感
染
率
が
特
に
高
い
。

　

州
保
健
局
は
、
サ
ン
ジ
ョ

ゼ
・
ド
・
リ
オ
・
プ
レ
ッ
ト

と
サ
ン
ジ
ョ
ア
キ
ン
・
ダ
・

バ
ー
ラ
で
各
２
人
、
ア
ラ
ラ

ク
ア
ラ
で
は
１
人
が
死
亡
と

し
て
い
る
が
、
ア
ラ
ラ
ク
ア

ラ
市
役
所
に
よ
る
と
、
２
月

１
０
日
に
亡
く
な
っ
た
６
６

歳
の
男
性
は
、
３
人
目
の
デ

ン
グ
熱
の
死
者
だ
と
い
う
。

　

ま
た
、
デ
ン
グ
熱
が
原
因

と
疑
わ
れ
て
い
る
死
者
も
、

バ
ウ
ル
ー
の
１
２
人
な
ど
、

２
０
人
に
上
っ
て
い
る
。

　

セ
ル
ジ
オ
・
モ
ロ
法
相
は

２
月
２
８
日
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ

大
統
領
の
支
持
者
の
強
い
反

対
を
受
け
、
２
月
２
２
日
に

刑
事
刑
務
所
政
策
審
議
会
の

代
替
委
員
に
選
ん
だ
イ
ロ
ー

ナ
・
ス
ザ
ボ
ー
・
デ
・
カ
ル

ヴ
ァ
ー
リ
ョ
氏
の
指
名
を
断

念
し
た
。
１
日
付
伯
字
紙
が

報
じ
て
い
る
。

　

ス
ザ
ボ
ー
氏
は
ス
イ
ス
の

ウ
プ
サ
ラ
大
学
で
治
安
政
策

に
関
す
る
博
士
号
を
取
っ
た

才
媛
だ
。
治
安
や
司
法
な
ど

に
関
す
る
調
査
を
行
う
団
体

「
イ
ガ
ラ
ペ
ー
」
の
共
同
設

立
者
で
、
現
在
は
理
事
長
を

務
め
て
い
る
。

　

い
わ
ば
、
そ
の
道
に
関
し

て
は
か
な
り
専
門
的
な
知
識

を
持
っ
た
人
物
だ
が
、
ボ
ウ

ソ
ナ
ロ
大
統
領
の
支
持
者
が

ネ
ッ
ト
上
で
激
し
く
抗
議
運

動
を
行
っ
た
。

　

そ
れ
は
、
ス
ザ
ボ
ー
氏
が

か
ね
て
よ
り
、
大
統
領
が
展

開
し
て
い
る
銃
規
制
緩
和
に

反
対
の
立
場
を
取
っ
て
い
た
こ

と
や
、
大
統
領
が
敵
対
視
し

て
い
る
フ
ォ
ー
リ
ャ
紙
の
コ
ラ

ム
ニ
ス
ト
を
務
め
て
い
る
こ

と
で
、
支
持
者
た
ち
が
「
敵

を
連
邦
政
府
側
に
つ
け
る
こ

と
に
な
る
」
と
の
拒
絶
反
応

を
示
し
た
た
め
だ
。

　
モ
ロ
法
相
は
声
明
の
中
で
、

こ
う
し
た
強
い
反
対
が
指
名

取
消
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
を

正
式
に
認
め
た
。
だ
が
、
そ

の
一
方
で
、「
治
安
の
専
門
家

と
し
て
の
知
名
度
と
イ
ガ
ラ

ペ
ー
で
の
仕
事
の
実
績
を
考

慮
し
た
上
で
の
指
名
だ
っ
た
」

と
し
、
自
身
の
選
択
を
正
当

化
し
た
。

外国為替市況
中銀サイトより

3月1日午後 4時現在
米ドル相場

売　3.7793  R$
買　3.7787  R$

円相場
売　0.0337  R$
買　0.0337  R$

グアイド、ボウソナロ会談が実現
　

グ
ア
イ
ド
氏
は
支
援
物
資
搬
入
の
２
月
２
３
日
を
「
決

２
月
は
１
６
年
ぶ
り
の
降
水
量

地
盤
緩
み
、土
砂
崩
れ
も
頻
発

聖
州
で
は
感
染
患
者
が
７
倍
に

ベネズエラ
情勢

カーニバル

３
日
夜
か
ら
リ
オ
で
パ
レ
ー
ド

（２）２０１９年 第５１９３号 ３月 ２日 （土曜日）

聖 市

治
安
の
専
門
家
の
指
名
取
り
消
す

大
統
領
支
持
者
た
ち
の
反
対
で

モロ法相

戦
の
日
」
に
設
定

し
、
マ
ド
ゥ
ー
ロ

体
制
打
倒
の
勝
負

に
出
た
が
、
決
定

的
な
成
果
は
挙
げ

ら
れ
な
い
ま
ま
、

週
明
け
の
２
月

２
５
日
に
ボ
ゴ
タ

で
の
リ
マ
グ
ル
ー

プ
諸
国
会
議
に
参

加
。
そ
の
後
は
、

南
米
各
国
を
回
り
、

支
持
を
訴
え
て
い

る
。

　

グ
ア
イ
ド
氏
は
、

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統

領
と
の
会
談
前
に
、

米
国
の
西
半
球
問

題
担
当
副
局
長
キ

ン
バ
リ
ー
・
ブ
レ

イ
ア
ー
氏
や
、
欧

州
諸
国
の
外
交
官



　

日に

本ほ
ん

国こ
く

憲け
ん

法ぽ
う

の
３
つ
の
基き

本ほ
ん

原げ
ん

理り

の
一ひ

と
つ
、「
平へ

い

和わ

主し
ゅ

義ぎ

」

に
関か

ん

し
て
、
東と

う

京き
ょ
う

書し
ょ

籍せ
き

版ば
ん

中ち
ゅ
う

学が
く

公こ
う

民み
ん

教き
ょ
う

科か

書し
ょ

（
東と

う

書し
ょ

）
は
、

次つ
ぎ

の
よ
う
に
述の

べ
て
い
る
。

　
日に

本ほ
ん

は
国く

に

を
防ぼ

う

衛え
い

す
る
た
め
に
自じ

衛え
い

隊た
い

を
持も

っ
て
い
ま
す
。

自じ

衛え
い

隊た
い

と
憲け

ん

法ぽ
う

第だ
い

９
条じ

ょ
うの
関か

ん

係け
い

に
つ
い
て
、
政せ

い

府ふ

は
、
主し

ゅ

権け
ん

国こ
っ

家か

に
は
自じ

衛え
い

権け
ん

が
あ
り
、
憲け

ん

法ぽ
う

は
「
自じ

衛え
い

の
た
め
の
必ひ

つ

要よ
う

最さ
い

小し
ょ
う

限げ
ん

度ど

の
実じ

つ

力り
ょ
く」
を
持も

つ
こ
と
は
禁き

ん

止し

し
て
い
な
い
と
説せ

つ

明め
い

し
て
い
ま
す
。
一い

っ

方ぽ
う

で
、
自じ

衛え
い

隊た
い

は
憲け

ん

法ぽ
う

第だ
い

９
条じ

ょ
うの
考か

ん
が
え

方か
た

に
反か

え

し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
意い

見け
ん

も
あ
り
ま
す
。

［
１
，　
Ｐ
４
２
］

　

自じ

衛え
い

隊た
い

が
合ご

う

憲け
ん

か
違い

憲け
ん

か
は
重

じ
ゅ
う

大だ
い

な
問も

ん

題だ
い

だ
が
、
両

り
ょ
う

論ろ
ん

の

違ち
が

い
が
ど
こ
か
ら
来く

る
の
か
、
生せ

い

徒と

た
ち
に
考か

ん
が
え
さ
せ
る
よ
う

な
提て

い

示じ

を
し
て
い
な
い
の
で
、
単た

ん

な
る
両

り
ょ
う

論ろ
ん

併へ
い

記き

で
終お

わ
っ
て

い
る
。
両

り
ょ
う

論ろ
ん

併へ
い

記き

で
、
し
か
も
政せ

い

府ふ

へ
の
反は

ん

対た
い

意い

見け
ん

で
締し

め

く
く
る
と
い
う
パ
タ
ー
ン
は
集

し
ゅ
う

団だ
ん

的て
き

自じ

衛え
い

権け
ん

、
沖お

き

縄な
わ

の
基き

地ち

、

自じ

衛え
い

隊た
い

の
海か

い

外が
い

派は

遣け
ん

な
ど
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
で
も
続つ

づ

く
。［
１
，　

Ｐ
４
３
］

・（
集

し
ゅ
う

団だ
ん

的て
き

自じ

衛え
い

権け
ん

）「
憲け

ん

法ぽ
う

第だ
い

９
条じ

ょ
う
で
認み

と

め
ら
れ
る
自じ

衛え
い

の

範は
ん

囲い

を
こ
え
て
い
る
と
い
う
反は

ん

対た
い

の
意い

見け
ん

も
あ
り
ま
す
」

・（
沖お

き

縄な
わ

の
基き

地ち

に
関か

ん

し
て
）「
政せ

い

府ふ

間か
ん

で
は
名な

護ご

市し

の
辺へ

野の

古こ

沖お
き

に
設も

う

け
る
こ
と
で
合ご

う

意い

さ
れ
ま
し
た
が
、
反は

ん

対た
い

し
て
い
る

住じ
ゅ
う

民み
ん

も
多お

お

く
い
ま
す
」

・「
こ
の
よ
う
な
自じ

衛え
い

隊た
い

の
海か

い

外が
い

派は

遣け
ん

に
つ
い
て
は
慎し

ん

重ち
ょ
うな
意い

見け
ん

も
あ
り
ま
す
」

　

議ぎ

論ろ
ん

を
自じ

分ぶ
ん

の
言い

い
た
い
こ
と
で
締し

め
く
く
る
の
は
、
人に

ん

間げ
ん

の
自し

然ぜ
ん

な
思し

考こ
う

過か

程て
い

な
の
で
、
こ
れ
ら
の
末ま

つ

尾び

の
文ぶ

ん

が
教

き
ょ
う

科か

書し
ょ

執し
っ

筆ぴ
つ

者し
ゃ

達た
ち

の
「
本ほ

ん

音ね

」
な
の
で
は
な
い
か
。
い
や
、「
そ
う
い

う
見み

方か
た

も
あ
り
ま
す
」
と
弊へ

い

誌し

も
真ま

似ね

し
て
両

り
ょ
う

論ろ
ん

併へ
い

記き

で
逃に

げ
て
お
こ
う
。

　

東と
う

書し
ょ

の
記き

述じ
ゅ
つで
驚お

ど
ろ
く
の
は
、
国こ

く

際さ
い

社し
ゃ

会か
い

と
い
う
視し

点て
ん

が
ま
る

ま
る
で
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な

                
平へ

い

和わ

主し
ゅ

義ぎ

論ろ
ん

議ぎ

２０１８年
ねん

１２月
がつ

９日
か

版
ばん

で
な
い
こ
と
だ
。
そ
も
そ
も
平へ

い

和わ

主し
ゅ

義ぎ

に
し
ろ
、国こ

く

防ぼ
う

に
し
ろ
、

外が
い

国こ
く

と
の
関か

ん

係け
い

に
関か

ん

す
る
問も

ん

題だ
い

で
あ
る
か
ら
、
国こ

く

際さ
い

社し
ゃ

会か
い

の

実じ
っ

態た
い

を
見み

ず
に
論ろ

ん

じ
て
も
意い

味み

が
な
い
。

　
一い

っ

方ぽ
う

、
育い

く

鵬ほ
う

社し
ゃ

版ば
ん

（
育い

く

鵬ほ
う

）
は
、
我わ

が
国く

に

の
安あ

ん

全ぜ
ん

を
脅お

び
や
か

す
国こ

く

際さ
い

環か
ん

境き
ょ
うに
つ
い
て
詳

し
ょ
う

述じ
ゅ
つし
て
い
る
。
た
と
え
ば
「
７　

平へ
い

和わ

主し
ゅ

義ぎ

と
防ぼ

う

衛え
い

」
の
ペ
ー
ジ
の
冒ぼ

う

頭と
う

に
、「
尖せ

ん

閣か
く

諸し
ょ

島と
う

の
中

ち
ゅ
う

国ご
く

漁ぎ
ょ

船せ
ん

衝し
ょ
う

突と
つ

事じ

件け
ん

」
で
の
漁ぎ

ょ

船せ
ん

衝し
ょ
う

突と
つ

の
大お

お

き
な
写し

ゃ

真し
ん

を
掲か

か

げ
、

そ
の
右み

ぎ

に
は
「
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
で
現げ

ん

地ち

駐ち
ゅ
う

在ざ
い

の
日に

本ほ
ん

人じ
ん

が
武ぶ

装そ
う

集し
ゅ
う

団だ
ん

に
拘こ

う

束そ
く

さ
れ
殺さ

つ

害が
い

さ
れ
た
事じ

件け
ん

を
伝つ

た

え
る
新し

ん

聞ぶ
ん

記き

事じ

」

「
北き

た

朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

の
韓か

ん

国こ
く

へ
の
砲ほ

う

撃げ
き

を
伝つ

た

え
る
新し

ん

聞ぶ
ん

記き

事じ

」
を
写し

ゃ

真し
ん

で
紹

し
ょ
う

介か
い

し
て
い
る
。

　

同ど
う

時じ

に
、「
各か

っ

国こ
く

の
国こ

く

防ぼ
う

費ひ

の
推す

い

移い

」
の
グ
ラ
フ
を
示し

め

し
、

ア
メ
リ
カ
が
６
５
０
０
億お

く

ド
ル
ほ
ど
の
ダ
ン
ト
ツ
だ
が
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

が
２
０
０
５
年ね

ん

の
３
０
０
億お

く

ド
ル
程て

い

度ど

か
ら
、
２
０
１
２
年ね

ん

に
は
１
０
０
０
億お

く

ド
ル
超ち

ょ
う
と
３
倍ば

い

以い

上じ
ょ
うに
伸の

び
て
い
る
事こ

と

を

示し
め

し
て
い
る
。
こ
の
間か

ん

、
我わ

が
国く

に

は
６
０
０
億お

く

ド
ル
ほ
ど
で
、

微び

増ぞ
う

に
留と

ど

ま
っ
て
い
る
。［
２
，　

Ｐ
５
８
］

　
こ
う
い
う
デ
ー
タ
を
見み

れ
ば
、
現げ

ん

在ざ
い

の
我わ

が
国く

に

を
取と

り
巻ま

く
周

し
ゅ
う

辺へ
ん

環か
ん

境き
ょ
うが
い
か
に
脅

き
ょ
う

威い

に
充み

ち
満み

ち
て
い
る
か
、
中

ち
ゅ
う

学が
く

生せ
い

に
も
よ
く
分わ

か
る
だ
ろ
う
。

　

そ
も
そ
も
、
我わ

が
国く

に

周し
ゅ
う

辺へ
ん

の
脅

き
ょ
う

威い

を
見み

ず
に
、
盲も

う

目も
く

的て
き

に

「
平へ

い

和わ

を
愛あ

い

す
る
諸し

ょ

国こ
く

民み
ん

の
公こ

う

正せ
い

と
信し

ん

義ぎ

に
信し

ん

頼ら
い

」
す
る
の

で
あ
れ
ば
、
自じ

衛え
い

隊た
い

も
集

し
ゅ
う

団だ
ん

的て
き

自じ

衛え
い

権け
ん

も
米べ

い

軍ぐ
ん

基き

地ち

も
不ふ

要よ
う

で
あ
る
。
現げ

ん

実じ
つ

の
国こ

く

際さ
い

社し
ゃ

会か
い

が
そ
う
で
な
い
か
ら
こ
そ
、
こ
れ

ら
を
ど
う
す
る
の
か
、と
い
う
日に

本ほ
ん

の
防ぼ

う

衛え
い

課か

題だ
い

が
出で

て
く
る
。

現げ
ん

実じ
つ

か
ら
目め

を
背そ

む

け
た
「
９
条

じ
ょ
う

教き
ょ
う」
を
教お

し

え
込こ

む
の
は
「
宗

し
ゅ
う

教き
ょ
う」
教

き
ょ
う

育い
く

で
あ
っ
て
、「
公こ

う

民み
ん

」
教

き
ょ
う

育い
く

で
は
な
い
。

　
つ
い
で
に
「
９
条

じ
ょ
う

教き
ょ
う」
の
極

き
ょ
く

致ち

を
説と

い
て
い
る
公こ

う

民み
ん

教き
ょ
う

科か

書し
ょ

が
あ
る
の
で
、
紹

し
ょ
う

介か
い

し
て
お
こ
う
。
清し

水み
ず

書し
ょ

院い
ん

版ば
ん

は
「
戦せ

ん

争そ
う

の
放ほ

う

棄き

」と
い
う
コ
ラ
ム
で
、こ
ん
な
一い

ち

文ぶ
ん

を
引い

ん

用よ
う

し
て
い
る
。 　

こ
ん
ど
の
憲け

ん

法ぽ
う

で
は
、
日に

本ほ
ん

の
国く

に

が
、
け
っ
し
て
二に

度ど

と
戦せ

ん

争そ
う

を
し
な
い
よ
う
に
、
二ふ

た

つ
の
こ
と
を
き
め
ま
し
た
。
そ
の
一ひ

と

つ
は
、
兵へ

い

隊た
い

も
軍ぐ

ん

艦か
ん

も
飛ひ

行こ
う

機き

も
、
お
よ
そ
戦せ

ん

争そ
う

を
す
る
た

め
の
も
の
は
、
い
っ
さ
い
も
た
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
か

ら
さ
き
日に

本ほ
ん

に
は
、
陸り

く

軍ぐ
ん

も
海か

い

軍ぐ
ん

も
空く

う

軍ぐ
ん

も
な
い
の
で
す
。
こ

れ
を
戦せ

ん

力り
ょ
くの
放ほ

う

棄き

と
い
い
ま
す
。

…
…
し
か
し
み
な
さ
ん
は
、
け
っ
し
て
心こ

こ
ろぼ
そ
く
思お

も

う
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
日に

本ほ
ん

は
正た

だ

し
い
こ
と
を
、
ほ
か
の
国く

に

よ
り
さ
き

に
行

お
こ
な
っ
た
の
で
す
。
世よ

の
中な

か

に
、
正た

だ

し
い
こ
と
ぐ
ら
い
強つ

よ

い
も

の
は
あ
り
ま
せ
ん
。・
・
・［
３
，　
Ｐ
９
３
］

　
一い

っ

体た
い

、
誰だ

れ

の
文ぶ

ん

章し
ょ
うか
と
思お

も

っ
た
ら
、
そ
の
下し

た

の
方ほ

う

に
「
こ
の

本ほ
ん

は
、
１
９
４
７
年ね

ん

、
文も

ん

部ぶ

省し
ょ
う（
当と

う

時じ

）
が
中

ち
ゅ
う

学が
く

１
年ね

ん

生せ
い

用よ
う

の
副ふ

く

読ど
く

本ほ
ん

と
し
て
発は

っ

行こ
う

し
た
も
の
で
あ
る
。
戦せ

ん

争そ
う

を
な
く
し
、

平へ
い

和わ

を
守ま

も

ろ
う
と
す
る
強つ

よ

い
決け

つ

意い

が
う
か
が
え
る
」
と
の
説せ

つ

明め
い

が
あ
っ
た
。

　

１
９
４
７
年ね

ん

と
は
昭

し
ょ
う

和わ

２
２
年ね

ん

、
戦せ

ん

争そ
う

が
終お

わ
っ
て
２
年ね

ん

目め

で
我わ

が
国く

に

は
ま
だ
米べ

い

軍ぐ
ん

の
占せ

ん

領り
ょ
う

下か

に
あ
り
、
前ぜ

ん

年ね
ん

に
日に

本ほ
ん

国こ
く

憲け
ん

法ぽ
う

が
公こ

う

布ふ

さ
れ
た
ば
か
り
だ
っ
た
。
当と

う

時じ

の
日に

本ほ
ん

は
米べ

い

軍ぐ
ん

の
大だ

い

規き

模ぼ

な
言げ

ん

論ろ
ん

統と
う

制せ
い

下か

に
あ
り
［
Ａ
］、
そ
の
意い

向こ
う

に
逆さ

か

ら

う
よ
う
な
報ほ

う

道ど
う

も
出

し
ゅ
っ

版ぱ
ん

も
で
き
な
か
っ
た
。
当と

う

然ぜ
ん

、
文も

ん

部ぶ

省
し
ょ
う

の
こ
の
文ぶ

ん

書し
ょ

も
占せ

ん

領り
ょ
う

軍ぐ
ん

の
意い

向こ
う

に
従

し
た
が
っ
て
書か

か
れ
た
も
の
だ
ろ

う
。

　

そ
も
そ
も
「
空く

う

軍ぐ
ん

」
と
い
う
用よ

う

語ご

自じ

体た
い

が
怪あ

や

し
い
。
ち
ょ

う
ど
こ
の
年と

し

、
ア
メ
リ
カ
の
空く

う

軍ぐ
ん

が
陸り

く

軍ぐ
ん

か
ら
独ど

く

立り
つ

し
た
ば
か

り
で
あ
り
、
戦せ

ん

前ぜ
ん

の
日に

本ほ
ん

に
は
独ど

く

立り
つ

し
た
空く

う

軍ぐ
ん

は
な
か
っ
た
。

こ
の
文ぶ

ん

章し
ょ
うの
原げ

ん

文ぶ
ん

は
米べ

い

軍ぐ
ん

の
軍ぐ

ん

人じ
ん

が
書か

い
た
も
の
と
思お

も

わ
れ

る
。
そ
う
い
え
ば
、
米べ

い

軍ぐ
ん

が
起き

草そ
う

し
た
第だ

い

９
条じ

ょ
うに
も
「
陸り

く

海か
い

空く
う

軍ぐ
ん

そ
の
他ほ

か

の
戦せ

ん

力り
ょ
くは
、
こ
れ
を
保ほ

持じ

し
な
い
」
と
「
空く

う

軍ぐ
ん

」

が
入は

い
っ
て
い
る
。

　
こ
ん
な
占せ

ん

領り
ょ
う

下か

の
教

き
ょ
う

育い
く

行ぎ
ょ
う

政せ
い

の
実じ

っ

態た
い

を
示し

め

す
歴れ

き

史し

的て
き

文ぶ
ん

書し
ょ

を
、
今い

ま

も
そ
の
ま
ま
通つ

う

用よ
う

す
る
か
の
よ
う
に
７
０
年ね

ん

後ご

の

現げ
ん

代だ
い

の
公こ

う

民み
ん

教き
ょ
う

科か

書し
ょ

に
載の

せ
る
と
は
、
我わ

が
国く

に

の
憲け

ん

法ぽ
う

学が
っ

界か
い

の
「
化か

石せ
き

」
化か

し
た
実じ

っ

態た
い

そ
の
ま
ま
を
表あ

ら
わし
て
い
る
。

　

東と
う

書し
ょ

の
日に

本ほ
ん

を
取と

り
巻ま

く
脅

き
ょ
う

威い

に
ま
っ
た
く
触ふ

れ
ず
に
、
両

り
ょ
う

論ろ
ん

併へ
い

記き

に
終お

わ
っ
て
い
る
様さ

ま

は
、
ま
さ
し
く
日に

本ほ
ん

国こ
く

憲け
ん

法ぽ
う

の
抱か

か

え
る
問も

ん

題だ
い

を
そ
の
ま
ま
映う

つ

し
出だ

し
て
い
る
。
育い

く

鵬ほ
う

の
次つ

ぎ

の
記き

述じ
ゅ
つは
、
こ
の
点て

ん

を
指し

摘て
き

し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
日に

本ほ
ん

国こ
く

憲け
ん

法ぽ
う

第だ
い

９
条じ

ょ
うに
は
「
戦せ

ん

力り
ょ
く」
の
不ふ

保ほ

持じ

が
う
た
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
こ
の
憲け

ん

法ぽ
う

の
下も

と

で
自じ

衛え
い

の

た
め
の
実じ

つ

力り
ょ
くが
も
て
る
の
か
と
い
う
議ぎ

論ろ
ん

が
な
さ
れ
て
き
ま
し

た
。

　

政せ
い

府ふ

は
、
こ
こ
で
い
う
戦せ

ん

争そ
う

と
は
「
他た

国こ
く

に
侵し

ん

攻こ
う

す
る
攻こ

う

撃げ
き

」
を
さ
し
、「
自じ

国こ
く

を
守ま

も

る
最さ

い

低て
い

限げ
ん

度ど

の
戦せ

ん

闘と
う

」
ま
で
も
禁き

ん

じ
て
い
る
も
の
で
は
な
く
、
自じ

衛え
い

の
た
め
の
必ひ

つ

要よ
う

最さ
い

小し
ょ
う

限げ
ん

度ど

の
実じ

つ

力り
ょ
くを
も
つ
こ
と
は
憲け

ん

法ぽ
う

上じ
ょ
う

許ゆ
る

さ
れ
る
と
解か

い

釈し
ゃ
くし
、
自じ

衛え
い

隊た
い

を
憲け

ん

法ぽ
う

第だ
い

９
条じ

ょ
うに
違い

反は
ん

し
な
い
も
の
と
考か

ん
がえ
て
い
ま
す
。

　
憲け

ん

法ぽ
う

の
規き

定て
い

と
自じ

衛え
い

隊た
い

の
実じ

っ

態た
い

と
の
整せ

い

合ご
う

性せ
い

に
つ
い
て
は
、

今い
ま

な
お
議ぎ

論ろ
ん

が
続つ

づ

い
て
い
ま
す
。［
２
，　
Ｐ
５
７
］

　

し
か
し
、
世せ

界か
い

８
位い

と
も
ラ
ン
キ
ン
グ
さ
れ
る
自じ

衛え
い

隊た
い

を

「
戦せ

ん

力り
ょ
く」
で
な
い
、
と
す
る
政せ

い

府ふ

解か
い

釈し
ゃ
くは
、
中

ち
ゅ
う

学が
く

生せ
い

の
目め

に

も
詭き

弁べ
ん

に
映う

つ

る
だ
ろ
う
。
世せ

界か
い

一い
ち

厳き
び

し
い
改か

い

憲け
ん

条じ
ょ
う

件け
ん

に
阻は

ば

ま

れ
て
憲け

ん

法ぽ
う

改か
い

正せ
い

が
で
き
な
か
っ
た
中な

か

で
［
Ｂ
］、
現げ

ん

実じ
つ

の
防ぼ

う

衛え
い

課か

題だ
い

に
応こ

た

え
る
た
め
に
、
政せ

い

府ふ

が
と
ら
ざ
る
を
得え

な
か
っ
た
苦く

肉に
く

の
策さ

く

な
の
で
あ
る
。

　

自じ

由ゆ
う

社し
ゃ

は
、
こ
の
問も

ん

題だ
い

を
ス
ト
レ
ー
ト
に
論ろ

ん

じ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
世せ

界か
い

的て
き

に
も
有ゆ

う

数す
う

の
実じ

つ

力り
ょ
くを
備そ

な

え
た
自じ

衛え
い

隊た
い

を

「
戦せ

ん

力り
ょ
くに
至い

た

ら
な
い
」
と
す
る
政せ

い

府ふ

の
憲け

ん

法ぽ
う

解か
い

釈し
ゃ
くに
は
批ひ

判は
ん

も
多お

お

く
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
自じ

衛え
い

隊た
い

は
憲け

ん

法ぽ
う

違い

反は
ん

で
あ
る
か

ら
解か

い

散さ
ん

す
べ
き
だ
と
い
う
主し

ゅ

張ち
ょ
うも
あ
り
ま
す
。
し
か
し
逆ぎ

ゃ
くに
、

憲け
ん

法ぽ
う

改か
い

正せ
い

を
行

お
こ
な
っ
て
自じ

衛え
い

権け
ん

の
保ほ

有ゆ
う

を
明め

い

確か
く

に
す
る
と
と
も

に
、
自じ

衛え
い

隊た
い

を
わ
が
国く

に

の
軍ぐ

ん

隊た
い

と
し
て
位い

置ち

づ
け
る
べ
き
だ
と

い
う
主し

ゅ

張ち
ょ
うも
あ
り
ま
す
。［
４
，　
Ｐ
７
３
］

　
こ
こ
で
の
論ろ

ん

点て
ん

は
：

・
世せ

界か
い

的て
き

に
も
有ゆ

う

数す
う

の
実じ

つ

力り
ょ
くを
備そ

な

え
た
自じ

衛え
い

隊た
い

を
「
戦せ

ん

力り
ょ
くに

至い
た

ら
な
い
」
と
す
る
政せ

い

府ふ

の
憲け

ん

法ぽ
う

解か
い

釈し
ゃ
くを
認み

と

め
る
の
か
。

　

認み
と

め
な
い
と
す
れ
ば
、

・
あ
く
ま
で
憲け

ん

法ぽ
う

を
尊そ

ん

重ち
ょ
うし
て
、
自じ

衛え
い

隊た
い

を
解か

い

散さ
ん

し
、
他た

国こ
く

の
侵し

ん

略り
ゃ
くが
あ
っ
た
ら
、
座ざ

し
て
死し

を
待ま

つ
の
か
？
（
し
か
し
、

こ
れ
は
憲け

ん

法ぽ
う

第だ
い

１
３
条じ

ょ
うの
「
生せ

い

命め
い

、
自じ

由ゆ
う

及お
よ

び
幸こ

う

福ふ
く

追つ
い

求き
ゅ
うに

対た
い

す
る
国こ

く

民み
ん

の
権け

ん

利り

」
の
放ほ

う

棄き

で
あ
っ
て
、憲け

ん

法ぽ
う

違い

反は
ん

で
あ
る
）

・
憲け

ん

法ぽ
う

改か
い

正せ
い

に
よ
っ
て
、
自じ

衛え
い

隊た
い

を
合ご

う

憲け
ん

と
し
て
位い

置ち

づ
け
る

の
か
？

　

と
い
う
選せ

ん

択た
く

で
あ
ろ
う
。「
公こ

う

民み
ん

」
の
授じ

ゅ

業ぎ
ょ
うと
し
て
は
、
こ

う
い
う
問も

ん

題だ
い

を
生せ

い

徒と

た
ち
に
じ
っ
く
り
議ぎ

論ろ
ん

さ
せ
、
考か

ん
が
え
さ
せ

る
と
い
う
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
行

お
こ
な
っ
て
は
ど
う
か
？

　

そ
の
際さ

い

に
、
生せ

い

徒と

た
ち
が
ま
ず
知し

っ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い

の
は
、
育い

く

鵬ほ
う

が
述の

べ
た
よ
う
に
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

の
急

き
ゅ
う

速そ
く

な
軍ぐ

ん

事じ

力り
ょ
く

強
き
ょ
う

　※これを読
よ

めば自
し

然
ぜん

に、日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

や歴
れき

史
し

に関
かん

心
しん

がもてるような話
はなし

を毎
まいしゅう

週
掲

けいさい

載しています。より多
おお

くの二
に

世
せい

の方
かた

や
日

に

本
ほん

語
ご

学
がくしゅう

習者
しゃ

に読
よ

んでもらい、少
すこ

しで
も日

に

本
ほん

に興
きょう

味
み

を持
も

ってもらえるよう、最
も

寄
よ

りの日
に

本
ほん

語
ご

学
がっこう

校や日
にっ

系
けい

団
だん

体
たい

の掲
けい

示
じ

板
ばん

に張
は

ったり、普
ふ

段
だん

は邦
ほう

字
じ

紙
し

を読
よ

んでい
ない兄

きょうだい

弟や子
こ

や孫
まご

などに記
きじ

事を紹
しょうかい

介し
てください。

（ニッケイ新
しんぶん

聞編
へんしゅう

集部
ぶ

）

（３） ２０１９年第５１９３号 	 ３月	 ２日	（土曜日）

化か

な
ど
我わ

が
国く

に

を
取と

り
巻ま

く
国こ

く

際さ
い

環か
ん

境き
ょ
うが
一ひ

とつ
。
も
う
一ひ

とつ
は
、

第だ
い

９
条じ

ょ
うの
第だ

い

１
項こ

う

と
第だ

い

２
項こ

う

を
厳げ

ん

密み
つ

に
区く

別べ
つ

し
て
議ぎ

論ろ
ん

す
る

事こ
と

だ
ろ
う
。

第だ
い

１
項こ

う

：　
日に

本ほ
ん

国こ
く

民み
ん

は
、
正せ

い

義ぎ

と
秩ち

つ

序じ
ょ

を
基き

調ち
ょ
うと
す
る
国こ

く

際さ
い

平へ
い

和わ

を
誠せ

い

実じ
つ

に
希き

求き
ゅ
うし
、
国こ

っ

権け
ん

の
発は

つ

動ど
う

た
る
戦せ

ん

争そ
う

と
、
武ぶ

力り
ょ
くに
よ
る
威い

嚇か
く

又ま
た

は
武ぶ

力り
ょ
くの
行こ

う

使し

は
、
国こ

く

際さ
い

紛ふ
ん

争そ
う

を
解か

い

決け
つ

す

る
手し

ゅ

段だ
ん

と
し
て
は
、
永え

い

久き
ゅ
うに
こ
れ
を
放ほ

う

棄き

す
る
。

第だ
い

２
項こ

う

：　
前ぜ

ん

項こ
う

の
目も

く

的て
き

を
達た

っ

す
る
た
め
、
陸り

く

海か
い

空く
う

軍ぐ
ん

そ
の

他ほ
か

の
戦せ

ん

力り
ょ
くは
、
こ
れ
を
保ほ

持じ

し
な
い
。
国く

に

の
交こ

う

戦せ
ん

権け
ん

は
、
こ
れ

を
認み

と

め
な
い
。

　

第だ
い

１
項こ

う

こ
そ
が
「
平へ

い

和わ

主し
ゅ

義ぎ

」
と
言い

え
る
内な

い

容よ
う

で
あ
り
、

第だ
い

２
項こ

う

は
「
非ひ

武ぶ

装そ
う

主し
ゅ

義ぎ

」
と
言い

う
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
、

世せ

界か
い

の
多お

お

く
の
国く

に

々ぐ
に

は
平へ

い

和わ

主し
ゅ

義ぎ

は
採さ

い

用よ
う

し
て
い
る
が
、
非ひ

武ぶ

装そ
う

主し
ゅ

義ぎ

を
と
っ
て
い
る
国く

に

は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

　

育い
く

鵬ほ
う

は
、
次つ

ぎ

の
よ
う
な
例れ

い

を
あ
げ
て
い
る
。

・
イ
タ
リ
ア　

　
第だ

い

１
１
条じ

ょ
う
「
他た

の
人じ

ん

民み
ん

の
自じ

由ゆ
う

を
侵し

ん

害が
い

す
る
手し

ゅ

段だ
ん

お
よ
び

国こ
く

際さ
い

紛ふ
ん

争そ
う

を
解か

い

決け
つ

す
る
方ほ

う

法ほ
う

と
し
て
の
戦せ

ん

争そ
う

を
否ひ

認に
ん

す
る
」

　
第だ

い

５
２
条じ

ょ
う
「
祖そ

国こ
く

の
防ぼ

う

衛え
い

は
市し

民み
ん

の
神し

ん

聖せ
い

な
義ぎ

務む

で
あ
る
」

・
ド
イ
ツ

　
第だ

い

２
６
条じ

ょ
う
「
諸し

ょ

国こ
く

民み
ん

の
平へ

い

和わ

的て
き

共き
ょ
う

同ど
う

生せ
い

活か
つ

を
妨さ

ま
たげ
、
特と

く

に

侵し
ん

略り
ゃ
く

戦せ
ん

争そ
う

の
遂す

い

行こ
う

を
準

じ
ゅ
ん

備び

す
る
の
に
役や

く

立だ

ち
、
か
つ
、
そ
の

よ
う
な
意い

図と

を
も
っ
て
な
さ
れ
る
行こ

う

為い

は
、
違い

憲け
ん

で
あ
る
。」

　

第だ
い

１
２
Ａ
条じ

ょ
う「
男だ

ん

子し

に
対た

い

し
て
は
、
満ま

ん

１
８
歳さ

い

か
ら
軍ぐ

ん

隊た
い

、
連れ

ん

邦ぽ
う

国こ
っ

境き
ょ
う

警け
い

備び

隊た
い

ま
た
は
民み

ん

間か
ん

防ぼ
う

衛え
い

団だ
ん

に
お
け
る
役え

き

務む

に
従

じ
ゅ
う

事じ

す
る
義ぎ

務む

を
課か

す
こ
と
が
で
き
る
」

　
い
ず
れ
も
、
平へ

い

和わ

主し
ゅ

義ぎ

は
採さ

い

用よ
う

し
て
い
る
が
、
非ひ

武ぶ

装そ
う

主し
ゅ

義ぎ

は
と
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
国こ

く

民み
ん

の
「
国こ

く

防ぼ
う

義ぎ

務む

」
を
明め

い

記き

し
て
い
る
。
比ひ

較か
く

憲け
ん

法ぽ
う

学が
く

者し
ゃ

の
西に

し

修お
さ
む・
駒こ

ま

澤ざ
わ

大だ
い

学が
く

名め
い

誉よ

教き
ょ
う

授じ
ゅ

は
、
以い

下か

の
よ
う
に
世せ

界か
い

の
状

じ
ょ
う

況き
ょ
うを
述の

べ
て
い

る
。

　
い
ま
や
１
８
９
の
成せ

い

典て
ん

化か

憲け
ん

法ぽ
う

で
、
平へ

い

和わ

条じ
ょ
う

項こ
う

と
呼よ

び
得う

る
項こ

う

目も
く

を
備そ

な

え
て
い
る
憲け

ん

法ぽ
う

は
１
５
９
か
国こ

く

（
８
４
．
１
％
）

も
あ
り
ま
す
。「
日に

本ほ
ん

国こ
く

憲け
ん

法ぽ
う

は
、
世せ

界か
い

で
唯ゆ

い

一い
つ
の
平へ

い

和わ

憲け
ん

法ぽ
う

」
と
い
う
言い

い
方か

た

は
、「
神し

ん

話わ

」
以い

外が
い

の
な
に
も
の
で
も
な

い
こ
と
が
理り

解か
い

で
き
る
で
し
ょ
う
。［
５
，　
Ｐ
１
７
３
］

　

日に

本ほ
ん

国こ
く

憲け
ん

法ぽ
う

は
「
世せ

界か
い

で
唯ゆ

い

一い
つの
平へ

い

和わ

憲け
ん

法ぽ
う

」
ど
こ
ろ
か
、

「
世せ

界か
い

で
最さ

い

初し
ょ

の
平へ

い

和わ

憲け
ん

法ぽ
う

」
で
す
ら
な
い
。
西に

し

教き
ょ
う

授じ
ゅ

の
著ち

ょ

作さ
く

で
は
、
欧お

う

米べ
い

で
な
ん
と
か
平へ

い

和わ

を
達た

っ

成せ
い

し
よ
う
と
し
て
、

平へ
い

和わ

条じ
ょ
う

項こ
う

を
作つ

く

っ
て
き
た
が
、
次つ

ぎ

々つ
ぎ

に
失し

っ

敗ぱ
い

し
て
き
た
歴れ

き

史し

を
紹

し
ょ
う

介か
い

し
て
い
る
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
、
世せ

界か
い

で
最さ

い

初し
ょ

に
憲け

ん

法ぽ
う

に
平へ

い

和わ

条じ
ょ
う

項こ
う

を

導ど
う

入に
ゅ
うし
た
の
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
１
７
９
１
年ね

ん

憲け
ん

法ぽ
う

だ
と
い
う
。

１
７
８
９
年ね

ん

の
「
人じ

ん

権け
ん

宣せ
ん

言げ
ん

」
の
２
年ね

ん

後ご

で
あ
る
。「
フ
ラ
ン

ス
国こ

く

民み
ん

は
、
征せ

い

服ふ
く

を
目も

く

的て
き

と
し
た
い
か
な
る
戦せ

ん

争そ
う

を
企く

わ
だて
る
こ

と
も
放ほ

う

棄き

し
、
他た

国こ
く

の
人じ

ん

民み
ん

の
自じ

由ゆ
う

に
対た

い

し
て
そ
の
武ぶ

力り
ょ
くを

決け
っ

し
て
行こ

う

使し

し
な
い
」
と
定さ

だ

め
ら
れ
た
。

　

し
か
し
、
１
７
９
２
年ね

ん

４
月が

つ

、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
よ
る
革か

く

命め
い
へ
の
干か

ん

渉し
ょ
うを
理り

由ゆ
う

に
、フ
ラ
ン
ス
革か

く

命め
い

政せ
い

府ふ

は
宣せ

ん

戦せ
ん

布ふ

告こ
く

し
、

革か
く

命め
い

戦せ
ん

争そ
う

は
そ
れ
か
ら
１
０
年ね

ん

、
さ
ら
に
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦せ

ん

争そ
う

が
１
８
１
５
年ね

ん

ま
で
続つ

づ

い
た
。「
人じ

ん

権け
ん

宣せ
ん

言げ
ん

」
と
い
う
美う

つ
く
し
い

建た
て

前ま
え

の
陰か

げ

で
、
数す

う

百ひ
ゃ
く

万ま
ん

人に
ん

単た
ん

位い

の
大だ

い

虐ぎ
ゃ
く

殺さ
つ

が
行お

こ
なわ
れ
た
よ
う

に
［
Ｃ
］、
こ
の
「
平へ

い

和わ

条じ
ょ
う

項こ
う

」
も
２
０
数す

う

年ね
ん

う
ち
続つ

づ

い
た

戦せ
ん

争そ
う

の
中な

か

で
書か

か
れ
た
「
あ
だ
花ば

な

」
だ
っ
た
。

　

そ
の
後ご

、
第だ

い

１
次じ

大た
い

戦せ
ん

の
甚じ

ん

大だ
い

な
被ひ

害が
い

へ
の
反は

ん

省せ
い

か
ら
、

１
９
２
８
年ね

ん

に
は
パ
リ
不ふ

戦せ
ん

条じ
ょ
う

約や
く

が
結む

す

ば
れ
、「
国こ

っ

家か

の
政せ

い

策さ
く

の
手し

ゅ

段だ
ん

と
し
て
の
戦せ

ん

争そ
う

を
放ほ

う

棄き

す
る
」
な
ど
、
第だ

い

９
条じ

ょ
う
に

も
コ
ピ
ー
・
ペ
ー
ス
ト
さ
れ
た
文ぶ

ん

言げ
ん

が
定さ

だ

め
ら
れ
た
。
し
か
し
、

こ
こ
で
は
自じ

衛え
い

戦せ
ん

争そ
う

や
制せ

い

裁さ
い

戦せ
ん

争そ
う

は
認み

と

め
ら
れ
て
い
た
。

　

そ
れ
で
も
第だ

い

２
次じ

大た
い

戦せ
ん

が
起お

こ
っ
て
し
ま
い
、
そ
の
後ご

に
創そ

う

設せ
つ

さ
れ
た
国こ

く

際さ
い

連れ
ん

合ご
う

で
は
、
国こ

く

際さ
い

紛ふ
ん

争そ
う

の
解か

い

決け
つ

で
「
武ぶ

力り
ょ
くに

よ
る
威い

嚇か
く

ま
た
は
武ぶ

力り
ょ
くの
行こ

う

使し

を
・
・
・
慎つ

つ
し
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」と
定さ

だ

め
ら
れ
た
。こ
の
表

ひ
ょ
う

現げ
ん

も
憲け

ん

法ぽ
う

第だ
い

９
条じ

ょ
うに
コ
ピ
ー

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
国こ

く

際さ
い

憲け
ん

章し
ょ
うが
ど
れ
だ
け
護ま

も

ら
れ
て
い
る
か

は
、
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

戦せ
ん

争そ
う

、
ベ
ト
ナ
ム
戦せ

ん

争そ
う

、
湾わ

ん

岸が
ん

戦せ
ん

争そ
う

、
ア
フ
ガ
ン

戦せ
ん

争そ
う

な
ど
を
眺な

が

め
て
み
れ
ば
、
明あ

き

ら
か
だ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
過か

去こ

２
世せ

い

紀き

も
続つ

づ

け
ら
れ
て
き
た
、
し
か
も

ほ
と
ん
ど
成せ

い

功こ
う

す
る
こ
と
の
な
か
っ
た
平へ

い

和わ

条じ
ょ
う

項こ
う

の
文も

ん

言ご
ん

が
、

憲け
ん

法ぽ
う

第だ
い

９
条じ

ょ
うに
コ
ピ
ー
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
平へ

い

和わ

主し
ゅ

義ぎ

を

考か
ん
がえ
る
に
は
、
こ
の
よ
う
な
国こ

く

際さ
い

社し
ゃ

会か
い

の
試し

行こ
う

錯さ
く

誤ご

の
歴れ

き

史し

か

ら
考か

ん
が
え
て
見み

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

も
う
一ひ

と
つ
、
非ひ

武ぶ

装そ
う

主し
ゅ

義ぎ

は
ど
う
だ
ろ
う
か
。「
わ
が
国く

に

で

は
、
コ
ス
タ
リ
カ
憲け

ん

法ぽ
う

と
パ
ナ
マ
憲け

ん

法ぽ
う

が
非ひ

武ぶ

装そ
う

条じ
ょ
う

項こ
う

で
あ

る
と
し
て
宣せ

ん

伝で
ん

さ
れ
て
い
ま
す
」
と
い
う
西に

し

教き
ょ
う

授じ
ゅ

の
指し

摘て
き

に

驚お
ど
ろか
さ
れ
た
。
両

り
ょ
う

国こ
く

と
も
ア
メ
リ
カ
の
裏う

ら

庭に
わ

と
も
言い

う
べ
き
中

ち
ゅ
う

米べ
い

の
小

し
ょ
う

国こ
く

で
、
大た

い

国こ
く

ア
メ
リ
カ
と
事こ

と

を
構か

ま

え
て
ま
で
、
こ
ん
な

小ち
い

さ
な
国く

に

を
侵し

ん

略り
ゃ
くし
よ
う
と
す
る
国く

に

が
あ
る
は
ず
も
な
い
。

　
こ
ん
な
「
宣せ

ん

伝で
ん

」
を
平へ

い

気き

で
す
る
こ
と
自じ

体た
い

が
、
い
か
に

憲け
ん

法ぽ
う

学が
く

者し
ゃ

が
国こ

く

際さ
い

常じ
ょ
う

識し
き

に
欠か

け
て
い
る
か
、
を
表あ

ら
わ
し
て
い
る
。

逆ぎ
ゃ
くに
言い

う
と
、
こ
の
程て

い

度ど

の
事じ

例れ
い

を
持も

ち
出だ

さ
ね
ば
な
ら
な
い

ほ
ど
、
世せ

界か
い

の
多お

お

く
の
国く

に

々ぐ
に

の
中な

か

で
非ひ

武ぶ

装そ
う

条じ
ょ
う

項こ
う

は
例れ

い

外が
い

的て
き

だ
と
い
う
事こ

と

で
あ
る
。

　

東と
う

書し
ょ

の
記き

述じ
ゅ
つは
、
こ
の
よ
う
に
わ
が
国く

に

周し
ゅ
う

辺へ
ん

の
脅

き
ょ
う

威い

に
目め

を
つ
む
り
、
ま
た
す
で
に
世せ

界か
い

の
多お

お

く
の
国く

に

々ぐ
に

が
平へ

い

和わ

主し
ゅ

義ぎ

を

掲か
か

げ
て
い
る
、
と
い
う
国こ

く

際さ
い

社し
ゃ

会か
い

の
状

じ
ょ
う

況き
ょ
うに
も
目め

を
そ
ら
し
た

「
ま
る
ド
メ
（
ま
る
で
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
）」
な
も
の
で
あ
っ
た
。

生せ
い

徒と

た
ち
の
議ぎ

論ろ
ん

で
は
、
も
っ
と
広ひ

ろ

い
視し

野や

で
国こ

く

際さ
い

社し
ゃ

会か
い

を
見み

た
上う

え

で
、
議ぎ

論ろ
ん

を
進す

す

め
て
欲ほ

し
い
も
の
だ
。

　

も
う
一ひ

とつ
、
生せ

い

徒と

た
ち
に
考か

ん
が
え
て
欲ほ

し
い
事こ

と

は
、
絶た

え
間ま

な

く
戦せ

ん

争そ
う

が
続つ

づ

い
て
き
た
欧お

う

米べ
い

に
比く

ら

べ
、
わ
が
国く

に

で
は
古こ

墳ふ
ん

時じ

代だ
い

、
平へ

い

安あ
ん

時じ

代だ
い

、
江え

戸ど

時じ

代だ
い

な
ど
、
数す

う

百ひ
ゃ
く

年ね
ん

単た
ん

位い

の
平へ

い

和わ

が
続つ

づ

い
て
き
た
事こ

と

だ
。
そ
の
原げ

ん

因い
ん

の
一ひ

と
つ
は
、
拙せ

っ

著ち
ょ

『
日に

本ほ
ん

人じ
ん

と
し
て
知し

っ
て
お
き
た
い　

皇こ
う

室し
つ

の
祈い

の

り
』［
Ｄ
］で
述の

べ
た
が
、

歴れ
き

代だ
い

天て
ん

皇の
う

方が
た

の
祈い

の

り
が
「
民た

み

安や
す

か
れ
」
の
一い

ち

念ね
ん

で
貫つ

ら
ぬか
れ
て
お

り
、
平へ

い

和わ

主し
ゅ

義ぎ

こ
そ
わ
が
国く

に

の
国こ

く

是ぜ

だ
っ
た
、
と
い
う
事こ

と

で
あ

わ
が
国く

に

周し
ゅ
う

辺へ
ん

の
脅き

ょ
う

威い

も
見み

ず
、

           

世せ

界か
い

の
憲け

ん

法ぽ
う

の
趨す

う

勢せ
い

も
見み

な
い「
ま
る
ド
メ
」平へ

い

和わ

主し
ゅ

義ぎ

論ろ
ん

議ぎ

１
．「
～
だ
と
い
う
意い

見け
ん

も
あ
り
ま
す
」

２
．
国こ

く

際さ
い

社し
ゃ

会か
い

の
現げ

ん

実じ
つ

を
見み

な
い

        「
平へ

い

和わ

主し
ゅ

義ぎ

」

３
．「
こ
れ
か
ら
さ
き
日に

本ほ
ん

に
は

         

陸り
く

軍ぐ
ん

も
海か

い

軍ぐ
ん

も
空く

う

軍ぐ
ん

も

         

な
い
の
で
す
」

度ど

採さ
い

用よ
う

］』、
自じ

由ゆ
う

社し
ゃ

、
Ｈ

２

３ h
ttp

://w
w

w
.

a
m

a
zo

n
.co

.jp
/o

/
asin

/4
9

1
5

2
3

7
5

7
5

/
japanonthegl0

-2
2

/

５
．　

西に
し

修お
さ
む『
世せ

界か
い

の
憲け

ん

法ぽ
う

を
知し

ろ
う
─
憲け

ん

法ぽ
う

改か
い

正せ
い

へ
の

道み
ち

し
る
べ
─
』、
海か

い

竜り
ゅ
う

社し
ゃ

、

Ｈ
２
８　

h
ttp

://w
w

w
.

a
m

a
zo

n
.co

.jp
/o

/
asin

/4
7

5
9

3
1

4
9

7
0

/
japanonthegl0

-2
2

/

４
．
自じ

衛え
い

隊た
い

を
「
戦せ

ん

力り
ょ
く

で
な
い
」

        

と
い
う
「
苦く

肉に
く

の
策さ

く

」

５
．「
世せ

界か
い

で
唯ゆ

い

一い
つ

の
平へ

い

和わ

憲け
ん

法ぽ
う

」

        

と
い
う
「
神し

ん

話わ

」

６
．「
世せ

界か
い

で
最さ

い

初し
ょ

の
平へ

い

和わ

憲け
ん

法ぽ
う

」

        

と
い
う
神し

ん

話わ

７
．
狭せ

ま

い
法ほ

う

律り
つ

論ろ
ん

に
留と

ど

ま
ら
ず
、

        

広ひ
ろ

く
世せ

界か
い

や
歴れ

き

史し

に
学ま

な

ぶ
姿し

勢せ
い

を
る
。

　

憲け
ん

法ぽ
う

（
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
）
と
は
、
国く

に

の
成な

り
立た

ち
（
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
）
を
決き

め
る
こ
と

だ
。
そ
の
た
め
に
は
、
狭せ

ま

い
法ほ

う

律り
つ

論ろ
ん

に
留と

ど

ま
ら
ず
、
広ひ

ろ

く
世せ

界か
い

や
歴れ

き

史し

に
学ま

な

ぶ
姿し

勢せ
い

が
不ふ

可か

欠け
つ

で
あ
る
。

（
文ぶ

ん

責せ
き　

伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

）

■
リ
ン
ク
■

Ａ
．　

Ｊ
Ｏ
Ｇ
（
１
０
７
４
）　

公こ
う

民み
ん

教き
ょ
う

科か

書し
ょ

読よ

み
比く

ら

べ

（
７
）
：　
日に

本ほ
ん

国こ
く

憲け
ん

法ぽ
う

の
「
不ふ

都つ

合ご
う

な
真し

ん

実じ
つ

」

　

そ
の
特と

く

異い

な
素す

性じ
ょ
うと
、
無む

改か
い

正せ
い

期き

間か
ん

の
世せ

界か
い

記き

録ろ
く

更こ
う

新し
ん

中
ち
ゅ
う

と
い
う
真し

ん

実じ
つ

は
隠か

く

す
べ
き
で
は
な
い
。

http://blog.jog-net.jp/201808/article_1.htm
l

Ｂ
．　
Ｊ
Ｏ
Ｇ（
１
０
７
９
）　

公こ
う

民み
ん

教き
ょ
う

科か

書し
ょ

読よ

み
比く

ら

べ（
８
）　

憲け
ん

法ぽ
う

改か
い

正せ
い

の
常

じ
ょ
う

識し
き

　

ネ
ー
ル
初し

ょ

代だ
い

イ
ン
ド
首し

ゅ

相し
ょ
う

：
「
も
し
諸し

ょ

君く
ん

が
こ
の
憲け

ん

法ぽ
う

を

抹ま
っ

殺さ
つ

し
た
い
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
憲け

ん

法ぽ
う

を
本ほ

ん

気き

に
神し

ん

聖せ
い

で
不ふ

可か

侵し
ん

の
も
の
に
す
れ
ば
よ
い
」

http://blog.jog-net.jp/201809/article_2.htm
l

Ｃ
．　
Ｊ
Ｏ
Ｇ
（
１
０
６
５
）　　

公こ
う

民み
ん

教き
ょ
う

科か

書し
ょ

読よ

み
比く

ら

べ

（
５
）
：
フ
ラ
ン
ス
革か

く

命め
い

か
ら
学ま

な

ぶ
人じ

ん

権け
ん

弾だ
ん

圧あ
つ

の
歴れ

き

史し

　
フ
ラ
ン
ス
革か

く

命め
い

は
「
人じ

ん

権け
ん

の
歴れ

き

史し

」
で
は
な
く
、「
人じ

ん

権け
ん

弾だ
ん

圧あ
つ

の
歴れ

き

史し

」
と
し
て
学ま

な

ぶ
べ
き
。

http://blog.jog-net.jp/201806/article_1.htm
l

Ｄ
．　

伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

『
日に

本ほ
ん

人じ
ん

と
し
て
知し

っ
て
お
き
た
い　

皇こ
う

室し
つ

の
祈い

の

り
』、
育い

く

鵬ほ
う

社し
ゃ

、
Ｈ
３
０　

http://w
w

w
.am

azon.
co.jp/o/asin/4594079032/japanonthegl0-22/

ア
マ
ゾ
ン
「
メ
デ
ィ
ア
と
社し

ゃ

会か
い

」「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
カ
テ
ゴ

リ
ー　

１
位い

（
Ｈ
３
０
／
２
／
１
調し

ら

べ
）

万ば
ん

民み
ん

の
幸し

あ
わせ
を
願ね

が

う
皇こ

う

室し
つ

の
祈い

の

り
こ
そ
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
利り

他た

心し
ん

の

源げ
ん

泉せ
ん

。

【
参さ

ん

考こ
う

文ぶ
ん

献け
ん

】

１
．　
『
新し

ん

編ぺ
ん

新あ
た
らし
い
社し

ゃ

会か
い

公こ
う

民み
ん　
［
平へ

い

成せ
い

２
８
年ね

ん

度ど

採さ
い

用よ
う

］』、

東と
う

京き
ょ
う

書し
ょ

籍せ
き

、
Ｈ
２
７　

http://w
w

w
.am

azon.co.jp/
o/asin/4487122333/japanontheg01-22/

２
．　
『
新し

ん

編ぺ
ん

新あ
た
らし
い
み
ん
な
の
公こ

う

民み
ん　
［
平へ

い

成せ
い

２
８
年ね

ん

度ど

採さ
い

用よ
う

］　
』、
育い

く

鵬ほ
う

社し
ゃ

、
Ｈ
２
７ http://w

w
w

.am
azon.

co.jp/o/asin/4905382483/japanontheg01-22/

３
．　
『
中

ち
ゅ
う

学が
く

公こ
う

民み
ん

［
平へ

い

成せ
い

２
８
年ね

ん

度ど

採さ
い

用よ
う

］
─
日に

本ほ
ん

の
社し

ゃ

会か
い

と
世せ

界か
い

』、
清し

水み
ず

書し
ょ

院い
ん

、
Ｈ
２
７ http://w

w
w

.am
azon.

co.jp/o/asin/438960032x/japanonthegl0-22/

４
．　
『
中

ち
ゅ
う

学が
く

社し
ゃ

会か
い

新あ
た
らし
い
公こ

う

民み
ん

教き
ょ
う

科か

書し
ょ　
［
平へ

い

成せ
い

２
４
年ね

ん
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Imperador e imperatriz do Japão 
recebem convidados para uma 
recepção no palácio imperial

Estas notícias são produzidas pela 
NHK WORLD-JAPAN.
nhk.jp/portuguese

Família Imperial (26/02/2019)

O imperador Akihito e 
a imperatriz Michiko, do 
Japão, receberam centenas 
de convidados em uma re-
cepção que teve lugar no 
Palácio Imperial localiza-
do em Tóquio, na segunda-
feira à tarde.
O casal realizou o even-
to para expressar gratidão 
pela cerimônia patrocinada 
pelo governo no domingo 
em comemoração aos trin-
ta anos como imperador. 
Cerca de 450 convidados, 
incluindo o premiê Shinzo 
Abe, ministros do gabinete 
e parlamentares, participa-
ram da festa. O príncipe 
herdeiro Naruhito e o prín-
cipe e princesa Akishino 
também estavam presen-
tes.
Abe congratulou o impera-
dor pelos 30 anos frente ao 
trono. O imperador disse 
que está grato pela oportu-

nidade de se encontrar com 
os convidados. Disse, tam-
bém que deseja orar com 
eles para o desenvolvimen-
to e a felicidade da nação.
Os membros de uma di-
visão da Agência da Casa 
Imperial fizeram uma apre-
sentação de dança e músi-
ca da corte antiga antes da 
festa.
Mais duas recepções es-
tão programadas para esta 
terça-feira. Entre os con-
vidados, incluem-se re-
presentantes dos governos 
regionais e pessoas que se 
fizeram notáveis graças 
ao seu desempenho nos 
campos esportivo, acadê-
mico e cultural durante os 
30 anos como imperador. 
Embaixadores estrangeiros 
e cônjuges também estão 
convidados.
O primeiro-ministro do 
Japão, Shinzo Abe, encon-

trou-se com o governador 
de Okinawa após a reali-
zação de um referendo na 
província. No pleito, a 
maioria dos votos foi con-
tra a realização de um ater-
ro para a transferência de 
uma base militar dos Esta-
dos Unidos que se situa em 
outra parte da província do 
sul do Japão.
Na sexta-feira o governa-
dor de Okinawa, Denny 
Tamaki, falou com Abe 
no escritório do primeiro-
ministro sobre o resultado 
do referendo do dia 24 de 
fevereiro.
Com pouco mais de 50% 
de participação dos eleito-
res, mais de 70% dos que 
votaram rejeitaram o aterro 
em Henoko, para onde será 
transferida a Base Aérea 
de Futenma dos Fuzileiros 
Navais dos Estados Uni-
dos, que se situa numa re-

gião densamente populosa 
de Okinawa.
Segundo Tamaki, o resul-
tado é extremamente sig-
nificativo porque deixou 
claro, pela primeira vez, 
que a população de Oki-
nawa quer que o projeto de 
transferência da base seja 
cancelado.
Tamaki solicitou a realiza-
ção de uma reunião entre 
três partes: o governo de 
Okinawa, o governo cen-
tral do Japão e o governo 
dos Estados Unidos, para 
discutir a questão das ba-
ses.
Abe disse que seu gover-
no vê o resultado do re-
ferendo com sinceridade 
e que vai se esforçar para 
produzir resultados no sen-
tido de aliviar o fardo das 
bases dos Estados Unidos 
em Okinawa, uma de cada 
vez.

Abe e Trump conversam por telefone depois 
da cúpula entre EUA e Coreia do Norte

Coreia do Norte  (01/03/2019)

O premiê japonês, Shin-
zo Abe, recebeu de bom 
grado a decisão tomada 
pelo presidente ameri-
cano, Donald Trump, de 
terminar a cúpula com a 
Coreia do Norte sem che-
gar a um acordo.
Abe falou com Trump, 
por telefone, na quin-
ta-feira, quando o presi-
dente americano estava 
em viagem de volta no 
Air Force One, depois da 
reunião com o líder nor-

te-coreano, Kim Jong Un, 
no Vietnã.
Abe, posteriormente, dis-
se à imprensa que recebe-
ra relatos de Trump sobre 
o resultado da cúpula. 
Ele disse que o Japão vai 
apoiar a decisão de Trump 
de evitar fazer concessões 
fáceis, e de continuar com 
negociações construtivas 
e pressionar a Coreia do 
Norte a adotar ações con-
cretas.
O premiê japonês disse 

Japão critica comentário feito 
pela Coreia do Sul na ONU sobre as 
chamadas mulheres de conforto

Japão fortalece acordo 
comercial com países da Asean

Mulheres de conforto (27/02/2019)

Acordo comercial (27/02/2019)

Durante uma reunião do 
Conselho de Direitos Hu-
manos das Nações Uni-
das, um representante da 
chancelaria do Japão criti-
cou os comentários feitos 
pela chanceler da Coreia 
do Sul sobre as chamadas 
mulheres de conforto.
Na terça-feira, Kiyoto 
Tsuji, vice-ministro par-
lamentar para Negócios 
Estrangeiros do Japão, 
criticou uma declaração 
feita na segunda-feira por 
Kang Kyung-wha, minis-
tra do Exterior da Coreia 
do Sul.
Segundo Kang, seu gover-
no reconhece que os anti-
gos esforços para resolver 
a questão das mulheres de 
conforto não incluíram 
uma abordagem centrada 
nas vítimas.
A chanceler disse que o 
governo sul-coreano está 
agora honrando aquelas 
mulheres ao garantir que 
suas histórias não sejam 
esquecidas, e que as ge-
rações futuras possam 
aprender a partir de suas 
experiências.
Tsuji observou que o Ja-

Autoridades japonesas 
emendaram seu acordo 
comercial com países do 
Sudeste Asiático. O pacto 
revisado deve ajudar em-
presas em ambos os lados.
O Acordo de Parceria 
Econômica liberaliza ser-
viços e investimentos en-
tre Japão e membros da 
Associação de Nações do 
Sudeste Asiático, a Asean.
O chanceler japonês, Taro 
Kono, assinou o pacto na 
quarta-feira.
A Chancelaria disse que o 
novo protocolo recíproco 
vai abrir ainda mais os se-
tores financeiro, educacio-

pão e a Coreia do Sul 
já haviam assinado um 
acordo bilateral sobre as 
mulheres de conforto em 
2015 e que ambos os pa-
íses decidiram que a ques-
tão tinha sido resolvida de 
forma “final e irreversí-
vel”.
Ele acrescentou que os 
dois países também havia 
concordado em não fazer 
críticas mútuas sobre a 
questão na comunidade 
internacional, inclusive 
nas Nações Unidas.
Tsuji referiu-se à decisão 
tomada por Seul no ano 
passado, de dissolver um 
fundo de apoio àquelas 
mulheres e suas famílias. 
O Japão financiara o pro-
jeto, conforme havia sido 
especificado no acordo 
de 2015. Tsuji disse que 
aquela decisão foi total-
mente inaceitável para o 
Japão.
Tsuji salientou a impor-
tância da implementação 
do acordo de 2015 e que 
o mesmo havia sido “alta-
mente apreciado” pela co-
munidade internacional.

nal e de comunicações.
Mercados que interessam 
ao Japão incluem países 
como Mianmar, que tem 
controles rigorosos sobre 
capital estrangeiro. O país 
é chamado algumas ve-
zes de última fronteira na 
Ásia.
Empresas japonesas espe-
ram que o acordo revisa-
do ajude em seu ingresso 
nos mercados de constru-
ção e transporte aéreo em 
Mianmar.
O novo pacto entrará em 
vigor após cada país com-
pletar os procedimentos 
domésticos de aprovação.

que Trump lhe informou 
ter mencionado ao líder 
norte-coreano a questão 
dos sequestros de cida-
dãos japoneses, em uma 
reunião particular com 
Kim, na quarta-feira, e de 
ter transmitido a posição 
de Abe sobre a questão 
ao líder norte-coreano. 
Abe também citou que 
Trump dissera ter levan-
tado novamente a questão 
dos sequestros quando os 
dois líderes jantaram.

O premiê Abe disse que, 
agora, é sua vez de ten-
tar conversar com Kim, e 
está determinado a fazer 
isto. Acrescentou que vai 
coordenar estreitamente 
sua ação com os Esta-
dos Unidos para resolver 
os casos de sequestros 
pela Coreia do Norte e as 
questões de desenvolvi-
mento de armas nucleares 
e de mísseis.

Representante do Comércio dos EUA 
diz que muito ainda precisa ser feito 
em negociações com a China

Disputa Comercial (28/02/2019)

O governo Trump está 
caminhando para estender 
oficialmente o prazo para 
um acordo comercial com 
a China. O representante 
do Comércio dos EUA, 
Robert Lighthizer, disse 
que a extensão do prazo, 
que era o dia 1º de março, 

vai ser concluída em bre-
ve. Entretanto, ele fez um 
alerta contra um otimismo 
excessivo.
Lighthizer disse a uma 
comissão do Congresso 
na quarta-feira que muito 
ainda precisa ser feito.
Ele afirmou que alguns 

pontos polêmicos pre-
cisam ser resolvidos, 
incluindo violação de 
direitos de propriedade 
intelectual e transferência 
forçada de tecnologia de 
empresas americanas na 
China.
As declarações foram fei-
tas após o presidente Do-
nald Trump dar a entender 
que os EUA vão estender 
as negociações e sus-
pender o cronograma de 
aumento de tarifas sobre 
produtos chineses, men-

cionando progresso nas 
conversações.
Lighthizer também men-
cionou o comércio com o 
Japão, dizendo que espera 
visitar o país já em março.
Ele afirmou que agricul-
tores americanos estão 
em desvantagem após a 
Parceria Transpacífica ter 
entrado em vigor em de-
zembro. Trata-se de um 
acordo entre Japão e 10 
outros países. Os EUA se 
retiraram desde pacto de 
livre comércio.

Governador de Okinawa informa 
resultado de referendo ao primeiro-
ministro do Japão

Okinawa   (22/02/2018)

O primeiro-ministro do 
Japão, Shinzo Abe, en-
controu-se com o gover-
nador de Okinawa após a 
realização de um referen-
do na província. No plei-
to, a maioria dos votos foi 
contra a realização de um 
aterro para a transferência 
de uma base militar dos 
Estados Unidos que se si-
tua em outra parte da pro-

víncia do sul do Japão.
Na sexta-feira o governa-
dor de Okinawa, Denny 
Tamaki, falou com Abe 
no escritório do primeiro-
ministro sobre o resultado 
do referendo do dia 24 de 
fevereiro.
Com pouco mais de 50% 
de participação dos eleito-
res, mais de 70% dos que 
votaram rejeitaram o ater-

ro em Henoko, para onde 
será transferida a Base 
Aérea de Futenma dos 
Fuzileiros Navais dos Es-
tados Unidos, que se situa 
numa região densamente 
populosa de Okinawa.
Segundo Tamaki, o resul-
tado é extremamente sig-
nificativo porque deixou 
claro, pela primeira vez, 
que a população de Oki-

nawa quer que o projeto 
de transferência da base 
seja cancelado.
Tamaki solicitou a realiza-
ção de uma reunião entre 
três partes: o governo de 
Okinawa, o governo cen-
tral do Japão e o governo 
dos Estados Unidos, para 
discutir a questão das ba-
ses.
Abe disse que seu gover-
no vê o resultado do re-
ferendo com sinceridade 
e que vai se esforçar para 
produzir resultados no 
sentido de aliviar o far-
do das bases dos Estados 
Unidos em Okinawa, uma 
de cada vez.

Trump e Kim não chegam a acordo 
e encerram cúpula mais cedo

Coreia do Norte (28/02/2019)

O presidente dos Estados 
Unidos, Donald Trump, e 
o líder da Coreia do Norte, 
Kim Jong Un, encerraram 
sua segunda cúpula mais 
cedo, na quinta-feira, sem 

ter chegado a um acordo.
Uma declaração da Casa 
Branca diz: “Os dois lí-
deres discutiram diversos 
meios para avançar a des-
nuclearização e concei-

tos econômicos. Nenhum 
acordo foi fechado desta 
vez, mas suas respectivas 
equipes esperam se encon-
trar no futuro.”
Em coletiva de imprensa, 
Trump declarou: “Basica-
mente, eles queriam que 
as sanções fossem suspen-
sas por completo, mas nós 
não poderíamos fazer isso. 

Portanto, precisávamos 
nos retirar.”
No entanto, o presiden-
te americano prosseguiu: 
“Mesmo sem acordo, Kim 
prometeu que não vai rei-
niciar os testes nucleares e 
de mísseis.”
Os líderes vinham tentan-
do uma reconciliação an-
tes da desnuclearização da 
Península Coreana.
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開ひ
ら

か
れ
た
「
第だ

い

７
回か

い

ニ
ッ
ポ

ン
全ぜ

ん

国こ
く

街が
い

頭と
う

紙か
み

芝し
ば

居い

大た
い

会か
い

Ｉ

Ｎ
ぬ
ま
づ
」
で
は
、
外が

い

国こ
く

人じ
ん

と
し
て
初は

つ

参さ
ん

加か

。
ブ
ラ
ジ
ル

日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

を
祝

し
ゅ
く

し
、
移い

民み
ん

を
テ
ー
マ
に
し
た

自じ

作さ
く

紙か
み

芝し
ば

居い

を
披ひ

露ろ
う

し
た
と

か
。
日に

本ほ
ん

で
の
読よ

み
聞き

か
せ

の
伝で

ん

統と
う

は
数す

う

世せ
い

紀き

に
渡わ

た

る
も

の
で
、
情

じ
ょ
う

操そ
う

教き
ょ
う

育い
く

に
も
役や

く

立だ

　

ブ
ラ
ジ
ル
富と

山や
ま

県け
ん

人じ
ん

会か
い

（
市い

ち

川か
わ

利と
し

雄お

会か
い

長ち
ょ
う）
は
「
会か

い

館か
ん

改か
い

装そ
う

修し
ゅ
う

繕ぜ
ん

完か
ん

了り
ょ
う

式し
き

」
を
先せ

ん

月げ
つ

２
４
日か

、
聖せ

い

市し

内な
い

の
同ど

う

会か
い

館か
ん

で
催も

よ
おし
た
。
こ
の
度た

び

の
改か

い

装そ
う

修し
ゅ
う

繕ぜ
ん

で
は
、
サ
ロ
ン
改か

い

装そ
う

と
台だ

い

所ど
こ
ろの
拡か

く

張ち
ょ
うが
行お

こ
なわ
れ
、
見み

違ち
が

え
る
よ
う
に
綺き

麗れ
い

に
な
っ
た
会か

い

館か
ん

に
、
来ら

い

場じ
ょ
う

者し
ゃ

か
ら

は
感か

ん

嘆た
ん

の
声こ

え

が
上あ

が
っ
た
。
式し

き

典て
ん

に
は
県け

ん

庁ち
ょ
うか
ら
荻お

ぎ

布の

彦ひ
こ
し

参さ
ん

事じ

ら
職

し
ょ
く

員い
ん

４
人に

ん

が
駆か

け
つ

け
、
１
０
０
人に

ん

以い

上じ
ょ
うの
会か

い

員い
ん

ら
と
共と

も

に
完か

ん

成せ
い

を
祝い

わ
っ
た
。

つ
と
さ
れ
る
。
子こ

や
孫ま

ご

を
連つ

れ
て
参さ

ん

加か

し
て
み
て
は
？

　
　
　
　
　

◎

　

在ざ
い

聖せ
い

日に
っ

本ぽ
ん

国こ
く

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

館か
ん

（
野の

口ぐ
ち

泰や
す
し

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

）
が
カ
ー

ニ
バ
ル
に
参さ

ん

加か

す
る
人ひ

と

に
注

ち
ゅ
う

意い

を
呼よ

び
か
け
て
い
る
。（
１
）

外が
い

出し
ゅ
つ

時じ

は
常つ

ね

に
警け

い

戒か
い

心し
ん

を
維い

持じ

す
る
。（
２
）
ラ
フ
な
服ふ

く

装そ
う

で
所し

ょ

持じ

品ひ
ん

は
最さ

い

小し
ょ
う

限げ
ん

、
貴き

と
別べ

つ

々べ
つ

に
な
っ
て
い
た
。
本ほ

ん

館か
ん

の
２
階か

い

が
図と

書し
ょ

館か
ん

だ
。

１
９
８
１
年ね

ん

に
落ら

く

成せ
い

し
た
本ほ

ん

館か
ん

は
柱は

し
ら
の
鉄て

っ

筋き
ん

が
剥む

き
出だ

し

に
な
る
な
ど
老ろ

う

朽き
ゅ
う

化か

が
進す

す

ん

で
い
た
。
そ
の
壁か

べ

を
取と

り
壊こ

わ

し
て
、
入い

り

口ぐ
ち

に
あ
る
建た

て

物も
の

と

天て
ん

井じ
ょ
う

部ぶ

分ぶ
ん

を
連れ

ん

結け
つ

。
こ
れ
に

よ
り
収

し
ゅ
う

容よ
う

可か

能の
う

人に
ん

数ず
う

が
倍ば

い

増ぞ
う

さ
れ
、
開か

い

放ほ
う

的て
き

な
空く

う

間か
ん

に
生う

ま
れ
変か

わ
っ
た
。

　

改か
い

修し
ゅ
う

工こ
う

事じ

に
は
約や

く

２
４
万ま

ん

レ
ア
ル
か
か
っ
た
。
う
ち
６

割わ
り

を
富と

山や
ま

県け
ん

、
富と

山や
ま

市し

、
高た

か

岡お
か

市し

、
富と

山や
ま

県け
ん

南な
ん

米べ
い

協き
ょ
う

会か
い

が
拠き

ょ

出し
ゅ
つ。
２
割わ

り

を
県け

ん

人じ
ん

会か
い

が

負ふ

担た
ん

、
残の

こ

り
は
県け

ん

人じ
ん

会か
い

員い
ん

に

よ
る
募ぼ

金き
ん

運う
ん

動ど
う

で
賄ま

か
なわ
れ
た
。

　

式し
き

典て
ん

で
は
一い

っ

分ぷ
ん

間か
ん

の
黙も

く

祷と
う

の
後の

ち

、
市い

ち

川か
わ

利と
し

雄お

会か
い

長
ち
ょ
う

が
「
母ぼ

県け
ん

の
お
陰か

げ

で
改か

い

装そ
う

修
し
ゅ
う

繕ぜ
ん

を
す
る
こ
と
が
で
き
た
」

と
感か

ん

謝し
ゃ

し
、「
当と

う

会か
い

の
我わ

れ

々わ
れ

世せ

代だ
い

で
は
会か

い

館か
ん

大だ
い

改か
い

修し
ゅ
うの
募ぼ

金き
ん

運う
ん

動ど
う

を
し
た
の
は
初は

じ

め
て
。

資し

金き
ん

集あ
つ

め
は
困こ

ん

難な
ん

だ
っ
た
が
、

皆み
な

で
完か

ん

成せ
い

式し
き

典て
ん

に
望の

ぞ

め
る
こ

と
は
大お

お

き
な
喜よ

ろ
こ
び
」
と
微び

笑
し
ょ
う

を
浮う

か
べ
た
。

　

荻お
ぎ

布の

参さ
ん

事じ

は
、
石い

し

井い

隆り
ゅ
う

一い
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事じ
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ゅ
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。
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県け
ん

と

聖せ
い

州し
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う

交こ
う

流り
ゅ
う

事じ

業ぎ
ょ
うの
窓ま

ど

口ぐ
ち

を

県け
ん

人じ
ん

会か
い

が
担に

な
っ
て
き
た
こ
と
に

謝し
ゃ

意い

を
表あ

ら

わ
し
つ
つ
、「
従

じ
ゅ
う

来ら
い

に
も
増ま

し
て
集あ

つ

ま
り
や
す
い

施し

設せ
つ

環か
ん

境き
ょ
うが
整せ

い

備び

さ
れ
た
の

で
は
。
県け

ん

人じ
ん

会か
い

活か
つ

動ど
う

の
一い

っ

層そ
う

の
活か

っ

性せ
い

化か

に
繋つ

な

が
る
も
の
と

大お
お

い
に
期き

待た
い

し
た
い
」
と
話は

な

し
た
。

　

続つ
づ

い
て
、
野の

口ぐ
ち

泰や
す
し

在ざ
い

聖せ
い

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

は
、
総そ

う

領り
ょ
う

事じ

夫ふ

人じ
ん

が
同ど

う

県け
ん

出
し
ゅ
っ
し
ん

身
で
あ
る
こ
と

か
ら
「
頻ひ

ん

繁ぱ
ん

に
訪お

と
ず
れ
て
い
る
、

深ふ
か

い
関か

か
わ
り
の
あ
る
県け

ん

だ
」
と

親し
た

し
み
を
表あ

ら
わ
し
、
聖せ

い

州し
ゅ
うと
の

交こ
う

流り
ゅ
う

事じ

業ぎ
ょ
うに
敬け

い

意い

を
表あ

ら
わ

し

た
。

　

山や
ま

田だ

康や
す

夫お

県け
ん

連れ
ん

会か
い

長
ち
ょ
う

は
「
余あ

ま

り
に
も
会か

い

館か
ん

の
印い

ん

象
し
ょ
う

が
変か

わ
っ
て
驚お

ど
ろ
い
た
。
県け

ん

人じ
ん

会か
い

活か
つ

動ど
う

に
協

き
ょ
う

力り
ょ
くし
、
一い

っ

緒し
ょ

に

県け
ん

連れ
ん

日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
を
盛も

り
上あ

げ

ま
し
ょ
う
」
と
激げ

き

励れ
い

。
同ど

う

県け
ん

が
奨

し
ょ
う

学が
く

金き
ん

を
交こ

う

付ふ

す
る
な
ど

関か
ん

係け
い

が
あ
る
聖せ

い

州し
ゅ
う

立り
つ

総そ
う

合ご
う

大だ
い

学が
く

の
森も

り

幸こ
う

一い
ち

教き
ょ
う

授じ
ゅ

は
、「
風か

ぜ

　
「
２
０
数す

う

年ね
ん

ぶ
り
に
皆み

な

の

顔か
お

を
見み

ら
れ
て
嬉う

れ

し
い
」
―

ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

都と

道ど
う

府ふ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

連れ
ん

合ご
う

会か
い

（
山や

ま

田だ

康や
す

夫お

会か
い

長ち
ょ
う）
の
役や

く

員い
ん

会か
い

の
呼よ

び
か
け

で
、
２
３
日に

ち

昼ひ
る

に
県け

ん

連れ
ん

会か
い

議ぎ

室し
つ

で
行お

こ
な

わ
れ
た
「
京

き
ょ
う

都と

会か
い

の

昼ち
ゅ
う

食し
ょ
く

会か
い

」
で
は
、
そ
ん
な

声こ
え

が
聞き

か
れ
た
。
京

き
ょ
う

都と

会か
い

の

活か
つ

動ど
う

が
停て

い

滞た
い

し
て
い
る
の
を

受う

け
、
孤こ

軍ぐ
ん

奮ふ
ん

闘と
う

し
て
き
た

杉す
ぎ

山や
ま

エ
レ
ナ
会か

い

長ち
ょ
う

と
相そ

う

談だ
ん

し
な
が
ら
活か

っ

性せ
い

化か

策さ
く

を
さ
ぐ

る
話は

な

し
合あ

い
を
す
る
も
の
。

５
０
代だ

い

、
６
０
代だ

い

の
元も

と

県け
ん

費ぴ

留り
ゅ
う

学が
く

生せ
い

の
“
若わ

か

手て 

”
７
人に

ん

ほ
ど
が
参さ

ん

加か

し
て
冒ぼ

う

頭と
う

の
様よ

う

な
声こ

え

が
聞き

か
れ
、最さ

い

後ご

は
「
ま

ず
は
内な

い

部ぶ

で
し
っ
か
り
と
話は

な

し
合あ

う
」
と
意い

気き

投と
う

合ご
う

し
、

拍は
く

手し
ゅ

で
解か

い

散さ
ん

し
た
。

　

県け
ん

連れ
ん

の
山や

ま

田だ

会か
い

長ち
ょ
うは
ま
ず

「
昨さ

く

年ね
ん

の
県け

ん

連れ
ん

日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
で

は
京

き
ょ
う

都と

会か
い

の
出

し
ゅ
っ

展て
ん

が
な
か
っ

通と
お

し
の
よ
い
明あ

か

る
い
空く

う

間か
ん

と
な

っ
た
。
こ
れ
を
活か

つ

用よ
う

し
て
県け

ん

系け
い

人じ
ん

が
交こ

う

流り
ゅ
うし
、
富と

山や
ま

の
魅み

力り
ょ
くを
発は

っ

信し
ん

す
る
場ば

と
な
れ
ば
」

と
期き

待た
い

し
た
。

　

最さ
い

後ご

に
、
県け

ん

庁ち
ょ
うか
ら
同ど

う

会か
い

に
対た

い

し
て
補ほ

助じ
ょ

金き
ん

交こ
う

付ふ

、
記き

念ね
ん

品ひ
ん

贈ぞ
う

呈て
い

が
行お

こ
な
わ
れ
、
同ど

う

会か
い

か
ら
は
改か

い

装そ
う

修し
ゅ
う

繕ぜ
ん

を
支し

援え
ん

し

た
富と

山や
ま

県け
ん

、
富と

山や
ま

市し

、
高た

か

岡お
か

市し

、
富と

山や
ま

県け
ん

南な
ん

米べ
い

協き
ょ
う

会か
い

に
対た

い

し
て
感か

ん

謝し
ゃ

プ
レ
ー
ト
が
贈ぞ

う

呈て
い

さ
れ
た
。
荻お

ぎ

布の

参さ
ん

事じ

が
乾か

ん

杯ぱ
い

の
音お

ん

頭ど

を
取と

り
、
持も

ち
寄よ

り

た
。
こ
の
ま
ま
で
は
今こ

年と
し

も

難む
ず
か

し
い
と
い
う
声こ

え

を
聞き

く
。

県け
ん

連れ
ん

が
場ば

所し
ょ

を
特と

く

別べ
つ

に
提て

い

供
き
ょ
う

す
る
か
ら
、
ぜ
ひ
出で

て
ほ
し

い
。
会か

い

の
活か

っ

性せ
い

化か

を
手て

伝つ
だ

い

た
い
。
参さ

ん

加か

す
る
こ
と
で
会か

い

の
活か

っ

性せ
い

化か

に
役や

く

立だ

て
て
ほ
し

い
」
と
主し

ゅ

旨し

を
説せ

つ

明め
い

し
た
。

　

県け
ん

連れ
ん

日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
の
谷た

に

口ぐ
ち

ジ

ョ
ゼ
実じ

っ

行こ
う

委い

員い
ん

長ち
ょ
うも
「
和わ

歌か

山や
ま

県け
ん

人じ
ん

会か
い

は
日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
の
売う

り
上あ

げ
か
ら
半は

ん

年と
し

分ぶ
ん

の
運う

ん

営え
い

　

ブ
ラ
ジ
ル
岡お

か

 や
ま山
県け

ん

 じ
ん

 か
い

人
会

（
角す

な
み南
美み

 さ

 こ
佐
子
会か

い

 ち
ょ
う
長
）
が
『
ひ

な
祭ま

つ

り
』
を
９
日か

午ご

後ご

１

時じ

か
ら
４
時じ

ま
で
、
同ど

う

 か
ん館

（R
ua da G

loria, 7
3

4
, 

L
ib

erd
ad

e

）
で
今こ

 と
し年
も

開か
い

 さ
い催
す
る
。
入

に
ゅ
う

 じ
ょ
う
場
は
無む

 り
ょ
う料
。

岡お
か

 や
ま山
の
よ
う
に
「
ひ
な
祭ま

つ

り
」

を
１
０
年ね

ん

以い

 じ
ょ
う上
も
続つ

づ

け
て
い

る
と
こ
ろ
は
珍め

ず
ら

し
い
。

　

会か
い

 じ
ょ
う場
に
は
、
岡お

か

美み

 え

 こ
恵
子

婦ふ

 じ
ん人
会か

い

 ち
ょ
う
長
が
日に

 ほ
ん本
か
ら
持も

っ

て
き
た
、
７
段だ

ん

の
立り

っ

 ぱ派
な

雛ひ
な

 に
ん

 ぎ
ょ
う

人
形
が
飾か

ざ

ら
れ
る
。
当と

う

 じ
つ日

は
お
茶ち

ゃ

 せ
き席
も
設も

う

け
ら
れ
、
折お

り
紙が

み

教き
ょ
う

 し
つ
室
や
お
手て

 だ
ま玉
、
け
ん

　

在ざ
い

聖せ
い

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

館か
ん

（
野の

口ぐ
ち

泰や
す
し

在ざ
い

聖せ
い

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

）
は
、
今こ

ん

月げ
つ

４
、５
日か

が
「
謝し

ゃ

肉に
く

祭さ
い

」
の

た
め
、
６
日か

が
「
灰は

い

の
水す

い

曜よ
う

日び

」
の
た
め
休

き
ゅ
う

館か
ん

と
な
る
。

　

熊く
ま

谷が
い

所し
ょ

長ち
ょ
うは
「
歴れ

き

史し

の
長な

が

い
病

び
ょ
う

院い
ん

で
、
現げ

ん

在ざ
い

も
非ひ

常じ
ょ
うに

良よ

く
管か

ん

理り

さ
れ
て
お
り
大た

い

変へ
ん

感か
ん

銘め
い

を
受う

け
た
。
こ
れ
か
ら

も
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

及お
よ

び
ブ
ラ
ジ
ル

国こ
く

内な
い

の
皆み

な

様さ
ま

に
貢こ

う

献け
ん

さ
れ
る

と
確か

く

信し
ん

し
て
い
ま
す
」
と
コ

メ
ン
ト
し
た
。

　
３
月が

つ

１
日た

ち

付づ

け
５
面め

ん

の「
お

で
か
け
情

じ
ょ
う

報ほ
う

」（
ポ
語ご

）
中な

か

に

誤あ
や
まり
が
あ
っ
た
。
文ぶ

ん

協き
ょ
うシ
ネ
マ

の
上

じ
ょ
う

映え
い

日に
ち

時じ

は
、
３
月が

つ

１
３

日に
ち

（
水す

い

）
午ご

後ご

１
時じ

か
ら
で

は
な
く
、
６
日か

（
水す

い

）
午ご

後ご

１
時じ

か
ら
だ
っ
た
。
訂て

い

正せ
い

の

上う
え

、
お
詫わ

び
す
る
。

重ち
ょ
う

品ひ
ん

は
分ぶ

ん

散さ
ん

所し
ょ

持じ

。（
３
）

荷に

物も
つ

か
ら
は
目め

を
離は

な

さ
な
い
。

（
４
）
ポ
ケ
ッ
ト
内な

い

に
携け

い

帯た
い

電で
ん

話わ

等な
ど

の
貴き

重ち
ょ
う

品ひ
ん

は
入は

い

れ

ず
、
腰こ

し

に
巻ま

く
タ
イ
プ
の
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
ポ
ー
チ
等な

ど

を
利り

用よ
う

、

ズ
ボ
ン
の
内う

ち

側が
わ

に
隠か

く

す
等な

ど

の

工く

夫ふ
う

を
す
る
。（
５
）
屋お

く

外が
い

で

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
カ
メ
ラ
を

使し

用よ
う

し
な
い
。（
６
）
強ご

う

盗と
う

犯は
ん

に
遭そ

う

遇ぐ
う

し
た
場ば

合あ
い

の
財さ

い

布ふ

や

現げ
ん

金き
ん

を
用よ

う

意い

。（
７
）
車し

ゃ

両
り
ょ
う

内な
い

で
も
細さ

い

心し
ん

の
注

ち
ゅ
う

意い

を
払は

ら

う
。

強ご
う

盗と
う

に
遭そ

う

遇ぐ
う

し
た
場ば

合あ
い

は
、

決け
っ

し
て
逃と

う

走そ
う

・
抵て

い

抗こ
う

し
な
い

よ
う
呼よ

び
か
け
て
い
る
。
サ

ン
ボ
ー
ド
ロ
モ
も
安あ

ん

心し
ん

は
出で

来き

な
い
が
、
道み

ち

の
カ
ー
ニ
バ
ル

で
は
特と

く

に
こ
の
よ
う
な
注

ち
ゅ
う

意い

は
欠か

か
せ
な
い
よ
う
だ
。

７段
だん

の立
りっ ぱ

派な雛
ひなにんぎょう

人形

　

手て

前ま
え

の
建た

て

物も
の

に
台だ

い

所ど
こ
ろ、
奥お

く

の
大だ

い

サ
ロ
ン
の
あ
る
本ほ

ん

館か
ん

県け
ん

庁ち
ょ
う

か
ら
も
慶け

い

祝し
ゅ
く

に
駆か

け
つ
け

市い
ち

川か
わ

会か
い

長ち
ょ
う

「
完か

ん

成せ
い

は
大お

お

き
な
喜よ

ろ
こ

び
」

費ひ

が
で
る
。
も
し
日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り

に
参さ

ん

加か

し
な
け
れ
ば
５
、６

年ね
ん

で
会か

い

の
お
金か

ね

は
尽つ

き
て
し

ま
う
。
３
日か

間か
ん

、
皆み

な

で
協

き
ょ
う

力
り
ょ
く

し
て
一い

っ

生し
ょ
う

懸け
ん

命め
い

に
働は

た
ら

く
と
、

団だ
ん

結け
つ

力り
ょ
くが
高た

か

ま
る
。
そ
れ
ぐ

ら
い
日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
は
重

じ
ゅ
う

要よ
う

な
存そ

ん

在ざ
い

。場ば

所し
ょ

を
提て

い

供き
ょ
うす
る
件け

ん

は
、

私わ
た
しも
賛さ

ん

成せ
い

。
京

き
ょ
う

都と

に
は
ぜ
ひ

出で

て
も
ら
い
、
今い

ま

ま
で
一い

ち

度ど

も
な
か
っ
た
全ぜ

ん

都と

道ど
う

府ふ

県け
ん

参さ
ん

加か

を
実じ

つ

現げ
ん

し
ま
し
ょ
う
」
と

県け
ん

連れ
ん

主し
ゅ

導ど
う

で
元も

と

留り
ゅ
う

学が
く

生せ
い

と
昼ち

ゅ
う

食し
ょ
く

会か
い

京き
ょ
う

都と

会か
い

活か
っ

性せ
い

化か

に
一い

っ

歩ぽ

踏ふ

み
出だ

す

７
段だ

ん

の
雛

ひ
な

 に
ん

 ぎ
ょ
う

人
形
、
浴ゆ

か
た衣
体た

い

 け
ん験
も

岡お
か

 や
ま山

県け
ん

 じ
ん

 か
い

人
会
、
ひ
な
祭ま

つ

り
９
日か

呼よ

び
か
け
た
。

　

鹿か

児ご

島し
ま

県け
ん

人じ
ん

会か
い

の
上う

え

園ぞ
の

モ

ニ
カ
み
ち
え
会か

い

長ち
ょ
うは
「
ブ
ラ

ジ
ル
は
世せ

界か
い

で
唯ゆ

い

一い
つ

４
７
都と

道ど
う

府ふ

県け
ん

す
べ
て
の
会か

い

が
揃そ

ろ

っ

て
い
る
。
ハ
ワ
イ
や
北ほ

く

米べ
い

も

県け
ん

人じ
ん

会か
い

は
た
く
さ
ん
あ
る
が

揃そ
ろ

っ
て
い
る
の
は
こ
こ
だ

け
。
一ひ

と

つ
で
も
欠か

け
た
ら
残ざ

ん

念ね
ん

」
と
述の

べ
た
。

　

２
０
数す

う

年ね
ん

ぶ
り
に
京

き
ょ
う

都と

会か
い

の
集あ

つ

ま
り
に
顔か

お

を
出だ

し
た

と
い
う
竹た

け

村む
ら

マ
ル
コ
ス
さ
ん

は
「
我わ

れ

々わ
れ

は
今き

ょ
う日
、
あ
く
ま

で
個こ

人じ
ん

と
し
て
こ
の
集あ

つ

ま
り

に
参さ

ん

加か

し
て
い
る
。
京

き
ょ
う

都と

会か
い

の
会か

い

長ち
ょ
うは
エ
レ
ナ
さ
ん
で
あ

り
、
ま
ず
は
内な

い

部ぶ

で
活か

っ

性せ
い

化か

に
つ
い
て
も
っ
と
話は

な

し
合あ

う

必ひ
つ

要よ
う

が
あ
る
」
と
し
た
。
杉す

ぎ

山や
ま

会か
い

長ち
ょ
うは
急

き
ゅ
う

用よ
う

が
で
き
当と

う

日じ
つ

参さ
ん

加か

で
き
な
か
っ
た
。

　

京
き
ょ
う

都と

会か
い

で
は
以い

前ぜ
ん

か
ら

『
県け

ん

人じ
ん

会か
い

は
一い

っ

世せ
い

の
親し

ん

睦ぼ
く

会か
い

だ
か
ら
、
一い

っ

世せ
い

と
共と

も

に
消

し
ょ
う

滅め
つ

す
る
も
の
』
と
の
考か

ん
が

え
が
徹て

っ

底て
い

さ
れ
て
き
た
。
だ
か
ら

「
子し

孫そ
ん

に
余よ

計け
い

な
苦く

労ろ
う

を
か

け
る
資し

産さ
ん

を
残の

こ

す
べ
き
で
は

な
い
」
と
の
考か

ん
が

え
か
ら
一い

ち

度ど

も
会か

い

館か
ん

を
所し

ょ

有ゆ
う

し
た
こ
と
が

な
く
、
会か

い

の
定て

い

款か
ん

登と
う

録ろ
く

も
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
。
杉す

ぎ

山や
ま

会か
い

長ち
ょ
うは
会か

い

登と
う

録ろ
く

と
い
う
貴き

重ち
ょ
うな

一い
っ

歩ぽ

を
踏ふ

み
出だ

し
た
が
、
元も

と

留り
ゅ
う

学が
く

生せ
い

ら
は
「
仕し

事ご
と

が
忙い

そ
が

し

約
やく

２４万
まん

レかけ会
かい

館
かん

大
だい

改
かい

修
しゅう

（７） ２０１９年第５１９３号 	 ３月	 ２日	（土曜日）

テープカットで改
かい

装
そう

修
しゅう

繕
ぜん

を祝
いわ

った

初
はじ

めての「京
きょう

都
と

会
かい

の昼
ちゅう

食
しょく

会
かい

」の様
よう

子
す

富
と

山
や ま

県
け ん

人
じ ん

会
か い

ハ
ウ
ス
（A

venida P
au-

lilsta,5
2

）
で
行お

こ
な

わ
れ
る
。

フ
ラ
ビ
ア
さ
ん
は
、
９
５
年ね

ん

に
サ
ン
パ
ウ
ロ
総そ

う

合ご
う

大だ
い

学が
く

通つ
う

信し
ん

藝げ
い

術じ
ゅ
つ

学が
く

部ぶ

を
卒そ

つ

業ぎ
ょ
う

後ご

、

紙か
み

芝し
ば

居い

と
出で

会あ

っ
て
そ
の
魅み

力り
ょ
くに
嵌は

ま

り
、
街が

い

頭と
う

や
図と

書し
ょ

館か
ん

で
ブ
ラ
ジ
ル
や
日に

本ほ
ん

の
昔

む
か
し

話
ば
な
し

を
読よ

み
聞き

か
せ
て
回ま

わ

っ
て
い
る

と
い
う
。
昨さ

く

年ね
ん

、
沼ぬ

ま

津づ

市し

で
で
の
昼

ち
ゅ
う

食し
ょ
く

会か
い

と
な
っ
た
。

　

県け
ん

庁ち
ょ
うか
ら
は
、
総そ

う

務む

省し
ょ
うが

実じ
っ

施し

す
る
中

ち
ゅ
う

南な
ん

米べ
い

日に
っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

と
国こ

く

内な
い

自じ

治ち

体た
い

と
の
連れ

ん

携け
い

促そ
く

進し
ん

事じ

業ぎ
ょ
うの
一い

っ

環か
ん

と
し
て
、
母ぼ

県け
ん

の
地じ

酒ざ
け

５
種し

ゅ

、
県け

ん

産さ
ん

品ぴ
ん

２
２
種し

ゅ

の
試し

食し
ょ
く

会か
い

が
催も

よ
お

さ

れ
、「
富と

山や
ま

を
知し

る
き
っ
か
け

に
な
れ
ば
」
と
県け

ん

の
魅み

力り
ょ
くを

ア
ピ
ー
ル
し
た
。
会か

い

員い
ん

ら
は
、

母ぼ

県け
ん

の
海か

い

産さ
ん

物ぶ
つ

を
使し

用よ
う

し
た

と
ろ
ろ
昆こ

ん

布ぶ

な
ど
に
舌し

た

鼓つ
づ
みを

う
ち
、
懐な

つ

か
し
の
味あ

じ

を
楽た

の

し

ん
で
い
た
。

意い

気き

投と
う

合ご
う

「
内な

い

部ぶ

で
話は

な

し
合あ

う
」

い
」
と
の
理り

由ゆ
う

か
ら
な
か
な

か
集あ

つ

ま
ら
ず
、
会か

い

運う
ん

営え
い

に
四し

苦く

八は
っ

苦く

し
て
い
た
。

　

上う
え

園ぞ
の

会か
い

長ち
ょ
うは
「
昔む

か
し

と
違ち

が

っ

て
、
今い

ま

は
子し

孫そ
ん

の
会か

い

に
な
っ

て
き
て
お
り
、
母ぼ

県け
ん

と
の
日に

本ほ
ん

語ご

で
の
や
り
取と

り
は
、
県け

ん

連れ
ん

事じ

務む

局き
ょ
くに
手て

伝つ
だ

っ
て
も
ら

っ
て
い
る
。
京

き
ょ
う

都と

も
頑が

ん

張ば

っ

て
ぜ
ひ
活か

っ

性せ
い

化か

し
て
ほ
し

い
。
県け

ん

連れ
ん

も
で
き
る
だ
け
手て

伝つ
だ

う
」
と
し
、
奈な

良ら

県け
ん

人じ
ん

会か
い

青せ
い

年ね
ん

部ぶ

長ち
ょ
う、
非ひ

日に
っ

系け
い

の
マ
チ

ア
ス
・
エ
イ
セ
ン
ハ
ウ
エ
ル

さ
ん
を
紹

し
ょ
う

介か
い

し
た
。

　

京
き
ょ
う

都と

会か
い

の
元も

と

留り
ゅ
う

学が
く

生せ
い

ら
は

「
今い

ま

ま
で
一い

っ

生し
ょ
う

懸け
ん

命め
い

に
支さ

さ

え

て
く
れ
た
エ
レ
ナ
さ
ん
に
感か

ん

謝し
ゃ

の
気き

持も

ち
で
い
っ
ぱ
い
。

彼か
の

女じ
ょ

の
考か

ん
が

え
方か

た

が
重

じ
ゅ
う

要よ
う

。
メ

ン
バ
ー
が
こ
れ
だ
け
集あ

つ

ま
っ

た
の
は
本ほ

ん

当と
う

に
久ひ

さ

し
ぶ
り
。

ま
ず
は
こ
の
宿

し
ゅ
く

題だ
い

を
持も

っ
て

帰か
え

り
、
と
に
か
く
内な

い

部ぶ

で
話は

な

し
合あ

う
」
と
語か

た

り
、
拍は

く

手し
ゅ

で

散さ
ん

会か
い

し
た
。

在ざ
い

聖せ
い

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

館か
ん

休き
ゅ
う

館か
ん

日び

の
お
知し

ら
せ

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
横よ

こ

浜は
ま

、

Ｓ
Ｃ
病び

ょ
う

院い
ん

視し

察さ
つ

元も
と

研け
ん

修し
ゅ
う

生せ
い

が
改か
い

善ぜ
ん

成せ
い

果か

を
披ひ

露ろ
う

（
撮さ

つ

影え
い

・
望も

ち

月づ
き

二じ

郎ろ
う

）

□
訂て

い

正せ
い

□

　

生き
っ

粋す
い

の
伯は

く

人じ
ん

女じ
ょ

性せ
い

で
自じ

称
し
ょ
う

〝
紙か

み

芝し
ば

居い

お
ば
さ
ん 

〟
こ
と

フ
ラ
ビ
ア
・
マ
リ
ア
・
ウ
ォ

ル
フ
ォ
ウ
ィ
ッ
ツ
さ
ん
の
「
紙か

み

芝し
ば

居い

お
話

は
な
し

会か
い

」(

ポ
語ご)

が
、

９
日か

午ご

後ご

２
時じ

、
３
時じ

の
二に

回か
い

に
渡わ

た

り
、聖せ

い

市し

の
ジ
ャ
パ
ン・

玉だ
ま

な
ど
の
い
ろ
い
ろ
な
日に

 ほ
ん本

文ぶ
ん

 か化
が
楽た

の

し
く
体た

い

 け
ん験
で
き
る
。

　

角す
な
み南
会か

い

 ち
ょ
う
長
は
、「
子こ

 ど
も供
も

大お
と
な人
も
浴ゆ

か
た衣
の
試し

 ち
ゃ
く着
を
し
て
、

写し
ゃ

 し
ん真
撮さ

つ

 え
い影
を
で
き
る
よ
う
に

し
ま
す
。
女お

ん
な
の
子こ

の
健す

こ

や
か
な

成せ
い

 ち
ょ
う
長
を
祝い

わ

う
た
め
、
ご
家か

 ぞ
く族

連づ

れ
で
ぜ
ひ
多お

お

く
の
人ひ

と

に
来き

て

い
た
だ
け
れ
ば
」
と
呼よ

び
か

け
た
。
問と

い
合あ

わ
せ
は
同ど

う

 か
い会

(

１
１
・
３
２
０
７
・
３
４
８ 

７)

ま
で
。

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
横よ

こ

浜は
ま

セ
ン
タ
ー

の
熊く

ま

谷が
い

晃み
つ

子こ

所し
ょ

長ち
ょ
う、
総そ

う

務む

課か

の
木き

田だ

克か
つ

人と

主し
ゅ

任に
ん

調ち
ょ
う

査さ

役や
く

が
、
先せ

ん

月げ
つ

２
０
日か

、
サ
ン
タ

ク
ル
ス
病

び
ょ
う

院い
ん

を
視し

察さ
つ

し
た
。

　

石い
し

川か
わ

レ
ナ
ト
同ど

う

院い
ん

理り

事じ

長
ち
ょ
う

と
意い

見け
ん

交こ
う

換か
ん

し
た
後あ

と

、
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
の
日に

っ

系け
い

研け
ん

修し
ゅ
う「
５
Ｓ
―

Ｋ
Ａ
Ｉ
Ｚ
Ｅ
Ｎ
に
よ
る
看か

ん

護ご

師し

の
管か

ん

理り

能の
う

力り
ょ
く

向こ
う

上じ
ょ
う」
コ
ー

ス
に
参さ

ん

加か

し
た
看か

ん

護ご

師し

が
、

日に

本ほ
ん

の
病

び
ょ
う

院い
ん

で
学ま

な

ん
だ
技ぎ

術
じ
ゅ
つ

を
活い

か
し
た
職

し
ょ
く

場ば

環か
ん

境き
ょ
う

改か
い

善ぜ
ん

状じ
ょ
う

況き
ょ
うに
つ
い
て
説せ

つ

明め
い

し
た
。
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